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機能別医療機関等 

 

 

このデータは地域保健医療計画で公表すること

を前提に実施した調査などに基づいて作成してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【気管、肺がん】医療を担う病院 平成29年4月1日現在

No. 医療圏 病院名

病理診断
[術中迅速
診断は◎]

画像診断 手術療法 放射線療法 化学療法 集学的治療

がんと診断
された時か
らの緩和ケ
ア

1 中 国立病院機構甲府病院 ○

2 北 山梨大学医学部附属病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 山梨県立中央病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 市立甲府病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 地域医療機能推進機構山梨病院 ○

6 武川病院 ○

7 赤坂台病院 ○ ○

8 城東病院 ○ ○

9 甲府脳神経外科病院 ○

10 甲府共立病院 ○ ○ ○ ○ ○

11 恵信甲府病院 ○ ○

12 韮崎市立病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 北杜市立甲陽病院 ○ ○

14 北杜市立塩川病院 ○ ○ ○

15 韮崎東ヶ丘病院 ○

16 恵信韮崎相互病院 ○

17 　 巨摩共立病院 ○ ○ ○ ○

18 高原病院 ○

19 白根徳洲会病院 ○ ○ ○

20 峡 山梨市立牧丘病院 ○

21 東 甲州市立勝沼病院 ○

22 　 加納岩総合病院 ○ ○ ○

23 山梨厚生病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

24 塩山市民病院 ○ ○

25 　 笛吹中央病院 ○ ○ ○ ○

26 一宮温泉病院 ○

27 石和共立病院 ○ ○ ○

28 春日居サイバーナイフ・リハビリ病院 ○

29 富士温泉病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 峡 一部事務組合立飯富病院 ○

31 南 市川三郷病院 ○

32 富士川病院 ○ ○ ○

33 峡南病院

34 身延山病院 ○ ○ ○ ○

35 富 富士吉田市立病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 士 山梨赤十字病院 ○ ○ ○ ○

37 ・ 大月市立中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 東 都留市立病院 ○ ○ ○ ○ ○

39 部 上野原市立病院 ○ ○ ○ ○ ○

40 ツル虎ノ門外科リハビリテーション病院 ○

20 33 13 5 21 8 22

集学的治療：手術療法、放射線療法及び化学療法を効果的に組み合わせた治療

合　　　計

診　　断 治　　療 緩和ケア

資料編１－2



【胃がん】医療を担う病院 平成29年4月1日現在

No. 医療圏 病院名

病理診断
[術中迅速
診断は◎]

画像診断 手術療法 放射線療法 化学療法 集学的治療

がんと診断
された時か
らの緩和ケ
ア

1 中 国立病院機構甲府病院 ○ ○ ○ ○ ○

2 北 山梨大学医学部附属病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 山梨県立中央病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

4 市立甲府病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 地域医療機能推進機構山梨病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 武川病院 ○ ○ ○

7 赤坂台病院 ○ ○ ○

8 城東病院 ○

9 甲府脳神経外科病院 ○

10 甲府共立病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

11 恵信甲府病院 ○ ○

12 韮崎市立病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 北杜市立甲陽病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 北杜市立塩川病院 ○ ○ ○

15 韮崎東ヶ丘病院 ○

16 恵信韮崎相互病院 ○

17 　 巨摩共立病院 ○ ○ ○ ○ ○

18 高原病院 ○

19 白根徳洲会病院 ○ ○ ○ ○

20 峡 山梨市立牧丘病院

21 東 甲州市立勝沼病院 ○ ○

22 　 加納岩総合病院 ○ ○ ○ ○ ○

23 山梨厚生病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 塩山市民病院 ○ ○ ○

25 　 笛吹中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 一宮温泉病院 ○ ○

27 石和共立病院 ○ ○

28 春日居サイバーナイフ・リハビリ病院

29 富士温泉病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 峡 一部事務組合立飯富病院 ○ ○ ○

31 南 市川三郷病院 ○ ○

32 富士川病院 ◎ ○ ○ ○ ○

33 峡南病院 ○ ○ ○

34 身延山病院 ○ ○ ○ ○

35 富 富士吉田市立病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 士 山梨赤十字病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 ・ 大月市立中央病院 ○ ○ ○ ○ ○

38 東 都留市立病院 ○ ○ ○ ○ ○

39 部 上野原市立病院 ○ ○ ○ ○ ○

40 ツル虎ノ門外科リハビリテーション病院 ○

27 31 24 4 26 15 25

集学的治療：手術療法、放射線療法及び化学療法を効果的に組み合わせた治療

合　　　計

診　　断 治　　療 緩和ケア

資料編１－3



【大腸がん】医療を担う病院 平成29年4月1日現在

No. 医療圏 病院名

病理診断
[術中迅速
診断は◎]

画像診断 手術療法 放射線療法 化学療法 集学的治療

がんと診断
された時か
らの緩和ケ
ア

1 中 国立病院機構甲府病院 ○ ○ ○ ○ ○

2 北 山梨大学医学部附属病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 山梨県立中央病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 市立甲府病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 地域医療機能推進機構山梨病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 武川病院 ○ ○ ○

7 赤坂台病院 ○ ○ ○

8 城東病院 ○

9 甲府脳神経外科病院 ○

10 甲府共立病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

11 恵信甲府病院 ○

12 韮崎市立病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 北杜市立甲陽病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 北杜市立塩川病院 ○ ○ ○

15 韮崎東ヶ丘病院 ○

16 恵信韮崎相互病院 ○

17 　 巨摩共立病院 ○ ○ ○ ○ ○

18 高原病院

19 白根徳洲会病院 ○ ○ ○ ○

20 峡 山梨市立牧丘病院 ○

21 東 甲州市立勝沼病院 ○ ○

22 　 加納岩総合病院 ○ ○ ○ ○ ○

23 山梨厚生病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

24 塩山市民病院 ○ ○ ○

25 　 笛吹中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 一宮温泉病院 ○ ○

27 石和共立病院 ○

28 春日居サイバーナイフ・リハビリ病院

29 富士温泉病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 峡 一部事務組合立飯富病院 ○ ○ ○

31 南 市川三郷病院 ○

32 富士川病院 ◎ ○ ○ ○ ○

33 峡南病院 ○ ○ ○

34 身延山病院 ○ ○ ○ ○

35 富 富士吉田市立病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 士 山梨赤十字病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 ・ 大月市立中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 東 都留市立病院 ○ ○ ○ ○ ○

39 部 上野原市立病院 ○ ○ ○ ○ ○

40 ツル虎ノ門外科リハビリテーション病院 ○

27 31 24 5 24 15 25

集学的治療：手術療法、放射線療法及び化学療法を効果的に組み合わせた治療

合　　　計

診　　断 治　　療 緩和ケア

資料編１－４



【肝、肝内胆管がん】医療を担う病院 平成29年4月1日現在

No. 医療圏 病院名

病理診断
[術中迅速
診断は◎]

画像診断 手術療法 放射線療法 化学療法 集学的治療

がんと診断
された時か
らの緩和ケ
ア

1 中 国立病院機構甲府病院 ○ ○ ○ ○ ○

2 北 山梨大学医学部附属病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 山梨県立中央病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 市立甲府病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 地域医療機能推進機構山梨病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 武川病院 ○

7 赤坂台病院 ○ ○

8 城東病院 ○

9 甲府脳神経外科病院 ○

10 甲府共立病院 ◎ ○ ○ ○ ○

11 恵信甲府病院 ○

12 韮崎市立病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 北杜市立甲陽病院 ○ ○ ○ ○

14 北杜市立塩川病院 ○ ○ ○

15 韮崎東ヶ丘病院 ○

16 恵信韮崎相互病院 ○

17 　 巨摩共立病院 ○ ○ ○ ○

18 高原病院 ○

19 白根徳洲会病院 ○ ○ ○ ○

20 峡 山梨市立牧丘病院

21 東 甲州市立勝沼病院 ○ ○

22 　 加納岩総合病院 ○ ○ ○ ○ ○

23 山梨厚生病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

24 塩山市民病院 ○ ○ ○

25 　 笛吹中央病院 ○

26 一宮温泉病院 ○

27 石和共立病院 ○

28 春日居サイバーナイフ・リハビリ病院 ○

29 富士温泉病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 峡 一部事務組合立飯富病院 ○

31 南 市川三郷病院 ○

32 富士川病院 ○ ○ ○

33 峡南病院

34 身延山病院 ○ ○ ○ ○

35 富 富士吉田市立病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 士 山梨赤十字病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 ・ 大月市立中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 東 都留市立病院 ○ ○ ○ ○ ○

39 部 上野原市立病院 ○ ○ ○ ○ ○

40 ツル虎ノ門外科リハビリテーション病院 ○

22 30 19 5 20 12 24

集学的治療：手術療法、放射線療法及び化学療法を効果的に組み合わせた治療

合　　　計

診　　断 治　　療 緩和ケア

資料編１－５



【乳がん】医療を担う病院 平成29年4月1日現在

No. 医療圏 病院名

病理診断
[術中迅速
診断は◎]

センチネル
リンパ生検

画像診断 手術療法 放射線療法 化学療法 集学的治療

がんと診断
された時か
らの緩和ケ
ア

1 中 国立病院機構甲府病院

2 北 山梨大学医学部附属病院 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 山梨県立中央病院 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 市立甲府病院 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 地域医療機能推進機構山梨病院 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

6 武川病院 ○ ○

7 赤坂台病院 ○

8 城東病院 ○

9 甲府脳神経外科病院 ○

10 甲府共立病院 ◎ ○ ○ ○

11 恵信甲府病院 ○ ○

12 韮崎市立病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 北杜市立甲陽病院 ○ ○ ○ ○

14 北杜市立塩川病院 ○ ○ ○

15 韮崎東ヶ丘病院 ○

16 恵信韮崎相互病院

17 　 巨摩共立病院

18 高原病院

19 白根徳洲会病院

20 峡 山梨市立牧丘病院

21 東 甲州市立勝沼病院 ○

22 　 加納岩総合病院 ○ ○ ○ ○ ○

23 山梨厚生病院 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

24 塩山市民病院 ○

25 　 笛吹中央病院 ○

26 一宮温泉病院 ○

27 石和共立病院 ○

28 春日居サイバーナイフ・リハビリ病院

29 富士温泉病院 ○

30 峡 一部事務組合立飯富病院

31 南 市川三郷病院 ○ ○

32 富士川病院 ◎ ○ ○ ○ ○

33 峡南病院 ○ ○ ○

34 身延山病院 ○ ○ ○ ○

35 富 富士吉田市立病院 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 士 山梨赤十字病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 ・ 大月市立中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 東 都留市立病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 部 上野原市立病院 ○ ○ ○ ○ ○

40 ツル虎ノ門外科リハビリテーション病院 ○

19 8 27 15 5 19 10 18

集学的治療：手術療法、放射線療法及び化学療法を効果的に組み合わせた治療

診　　断 治　　療 緩和ケア

合　　　計

資料編１－６



【子宮（頸）がん】医療を担う病院 平成29年4月1日現在

No. 医療圏 病院名

病理診断
[術中迅速
診断は◎]

画像診断 手術療法 放射線療法 化学療法 集学的治療

がんと診断
された時か
らの緩和ケ
ア

1 中 国立病院機構甲府病院 ○

2 北 山梨大学医学部附属病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 山梨県立中央病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 市立甲府病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 地域医療機能推進機構山梨病院 ○

6 武川病院 ○ ○

7 赤坂台病院

8 城東病院 ○

9 甲府脳神経外科病院 ○

10 甲府共立病院 ○ ○ ○

11 恵信甲府病院

12 韮崎市立病院

13 北杜市立甲陽病院

14 北杜市立塩川病院

15 韮崎東ヶ丘病院 ○

16 恵信韮崎相互病院

17 　 巨摩共立病院

18 高原病院

19 白根徳洲会病院

20 峡 山梨市立牧丘病院

21 東 甲州市立勝沼病院 ○

22 　 加納岩総合病院 ○

23 山梨厚生病院 ○ ○

24 塩山市民病院 ○

25 　 笛吹中央病院

26 一宮温泉病院

27 石和共立病院

28 春日居サイバーナイフ・リハビリ病院

29 富士温泉病院

30 峡 一部事務組合立飯富病院

31 南 市川三郷病院 ○ ○

32 富士川病院

33 峡南病院

34 身延山病院

35 富 富士吉田市立病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 士 山梨赤十字病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 ・ 大月市立中央病院 ○ ○ ○

38 東 都留市立病院 ○ ○

39 部 上野原市立病院 ○ ○ ○ ○ ○

40 ツル虎ノ門外科リハビリテーション病院

13 16 7 4 7 5 9

集学的治療：手術療法、放射線療法及び化学療法を効果的に組み合わせた治療

合　　　計

診　　断 治　　療 緩和ケア

資料編１－７



【脳腫瘍】医療を担う病院 平成29年4月1日現在

No. 医療圏 病院名

病理診断
[術中迅速
診断は◎]

画像診断 手術療法 放射線療法 化学療法 集学的治療

がんと診断
された時か
らの緩和ケ
ア

1 中 国立病院機構甲府病院 ○

2 北 山梨大学医学部附属病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 山梨県立中央病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 市立甲府病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 地域医療機能推進機構山梨病院 ○

6 武川病院

7 赤坂台病院 ○

8 城東病院 ○

9 甲府脳神経外科病院 ○ ○

10 甲府共立病院 ○

11 恵信甲府病院 ○ ○

12 韮崎市立病院 ○

13 北杜市立甲陽病院 ○

14 北杜市立塩川病院

15 韮崎東ヶ丘病院 ○

16 恵信韮崎相互病院

17 　 巨摩共立病院

18 高原病院 ○

19 白根徳洲会病院 ○

20 峡 山梨市立牧丘病院

21 東 甲州市立勝沼病院 ○

22 　 加納岩総合病院 ○ ○

23 山梨厚生病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

24 塩山市民病院 ○

25 　 笛吹中央病院 ○

26 一宮温泉病院 ○

27 石和共立病院

28 春日居サイバーナイフ・リハビリ病院 ○

29 富士温泉病院 ○

30 峡 一部事務組合立飯富病院 ○

31 南 市川三郷病院 ○

32 富士川病院

33 峡南病院

34 身延山病院

35 富 富士吉田市立病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 士 山梨赤十字病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 ・ 大月市立中央病院 ○ ○

38 東 都留市立病院

39 部 上野原市立病院 ○ ○ ○ ○ ○

40 ツル虎ノ門外科リハビリテーション病院

8 23 9 5 9 6 11

集学的治療：手術療法、放射線療法及び化学療法を効果的に組み合わせた治療

合　　　計

診　　断 治　　療 緩和ケア

資料編１－８



【白血病】医療を担う病院 平成29年4月1日現在

No. 医療圏 病院名

病理診断
 [術中迅速
 診断は◎]

画像診断 手術療法 放射線療法 化学療法 集学的治療

がんと診断
された時か
らの緩和ケ
ア

1 中 国立病院機構甲府病院

2 北 山梨大学医学部附属病院 ○ ○ ○ ○

3 山梨県立中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 市立甲府病院 ○ ○

5 地域医療機能推進機構山梨病院 ○

6 武川病院

7 赤坂台病院

8 城東病院 ○

9 甲府脳神経外科病院

10 甲府共立病院 ○ ○ ○

11 恵信甲府病院 ○ ○

12 韮崎市立病院

13 北杜市立甲陽病院

14 北杜市立塩川病院

15 韮崎東ヶ丘病院

16 恵信韮崎相互病院

17 　 巨摩共立病院

18 高原病院

19 白根徳洲会病院

20 峡 山梨市立牧丘病院

21 東 甲州市立勝沼病院 ○

22 　 加納岩総合病院

23 山梨厚生病院 ○

24 塩山市民病院 ○ ○

25 　 笛吹中央病院

26 一宮温泉病院

27 石和共立病院

28 春日居サイバーナイフ・リハビリ病院

29 富士温泉病院

30 峡 一部事務組合立飯富病院 ○ ○

31 南 市川三郷病院

32 富士川病院

33 峡南病院

34 身延山病院

35 富 富士吉田市立病院 ○ ○

36 士 山梨赤十字病院 ○ ○

37 ・ 大月市立中央病院 ○ ○

38 東 都留市立病院

39 部 上野原市立病院 ○ ○

40 ツル虎ノ門外科リハビリテーション病院

10 8 1 1 5 3 6

集学的治療：手術療法、放射線療法及び化学療法を効果的に組み合わせた治療

合　　　計

診　　断 治　　療 緩和ケア

資料編１－９



【小児がん】医療を担う病院 平成29年4月1日現在

No. 医療圏 病院名

病理診断
[術中迅速
診断は◎]

画像診断 手術療法 放射線療法 化学療法 集学的治療

がんと診断
された時か
らの緩和ケ
ア

1 中 国立病院機構甲府病院

2 北 山梨大学医学部附属病院 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 山梨県立中央病院 ○

4 市立甲府病院 ◎ ○

5 地域医療機能推進機構山梨病院

6 武川病院

7 赤坂台病院

8 城東病院

9 甲府脳神経外科病院 ○

10 甲府共立病院

11 恵信甲府病院

12 韮崎市立病院 ○

13 北杜市立甲陽病院

14 北杜市立塩川病院

15 韮崎東ヶ丘病院

16 恵信韮崎相互病院

17 　 巨摩共立病院

18 高原病院

19 白根徳洲会病院

20 峡 山梨市立牧丘病院

21 東 甲州市立勝沼病院 ○

22 　 加納岩総合病院

23 山梨厚生病院 ○

24 塩山市民病院

25 　 笛吹中央病院

26 一宮温泉病院

27 石和共立病院

28 春日居サイバーナイフ・リハビリ病院

29 富士温泉病院

30 峡 一部事務組合立飯富病院

31 南 市川三郷病院

32 富士川病院

33 峡南病院

34 身延山病院

35 富 富士吉田市立病院 ○

36 士 山梨赤十字病院 ○ ○

37 ・ 大月市立中央病院 ○

38 東 都留市立病院

39 部 上野原市立病院 ○

40 ツル虎ノ門外科リハビリテーション病院

4 10 1 1 1 1 1

集学的治療：手術療法、放射線療法及び化学療法を効果的に組み合わせた治療

合　　　計

診　　断 治　　療 緩和ケア

資料編１－１０



【がんの療養支援】を担う病院 平成29年4月31日現在

No. 医療圏 病院名

在宅診療を
実施

急変時の24
時間対応が
可能

終末期ケア
を24時間体
制で実施

1 中 山梨大学医学部附属病院 ○

2 北 山梨県立中央病院 ○ ○ ○

3 市立甲府病院 ○ ○ ○

4 地域医療機能推進機構山梨病院 ○ ○ ○ ○

5 武川病院 ○ ○ ○ ○

6 湯村温泉病院 ○

7 赤坂台病院 ○ ○ ○ ○ ○

8 竜王リハビリテーション病院 ○ ○ ○ ○

9 城東病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 甲府共立病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 恵信甲府病院 ○ ○ ○

12 恵信梨北リハビリテーション病院 ○ ○ ○

13 韮崎市立病院 ○ ○

14 北杜市立甲陽病院 ○ ○ ○

15 北杜市立塩川病院 ○ ○

16 韮崎東ヶ丘病院 ○ ○ ○

17 宮川病院 ○

18 巨摩共立病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 高原病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 峡 山梨市立牧丘病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 東 加納岩総合病院 ○

22 　 山梨厚生病院 ○ ○ ○

23 笛吹中央病院 ○ ○ ○ ○

24 甲州リハビリテーション病院 ○ ○ ○

25 一宮温泉病院 ○ ○

26 　 石和共立病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 　 春日居サイバーナイフ・リハビリ病院 ○

28 富士温泉病院 ○ ○

29 峡 一部事務組合立飯富病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 南 市川三郷病院 ○

31 富士川病院 ○ ○ ○ ○

32 しもべ病院 ○ ○

33 身延山病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 富 富士吉田市立病院 ○ ○ ○

35 士 山梨赤十字病院 ○ ○

36 ・ 大月市立中央病院 ○ ○ ○ ○ ○

37 東 都留市立病院 ○ ○ ○ ○

38 部 上野原市立病院 ○ ○ ○ ○

39 三生会病院 ○

31 6 15 13 9 20 16 28

在宅医療を
実施

看取りを含
めた終末期
ケアをの施

医療用麻薬
を提供

合　　　計

精神科や臨
床心理士等
による精神
心理面の緩
和ケアを実
施

疼痛等に対
する緩和ケ
アを実施

資料編１－１１



【がんのその他（医療機器、相談・サポート体制）】を担う病院

No. 医療圏 病院名

ＰＥＴ
サイバー
ナイフ

リニアック その他

1 中 山梨大学医学部附属病院 ○ ラジオ波焼灼システム ○

2 北 山梨県立中央病院 ○ ｄａ　Ｖｉｎｃｉ　Ｘｉ ○ ○

3 市立甲府病院 ○ ○

4 地域医療機能推進機構山梨病院 ○

5 甲府脳神経外科病院 ○

6 巨摩共立病院 ○

7 峡 加納岩総合病院 エマロ

8 東 山梨厚生病院 ○ ○

9 春日居サイバーナイフ・リハビリ病院 ○

10
富
士

東
部

富士吉田市立病院 ○ ○

1 1 4 7 2合　　　計

医療機器

ピアサポート
の実施

平成29年4月1日現在

がん相談
窓口の開設

資料編１－１２



 

資料編１－ １３ 

【脳 卒 中】 
 

○脳卒中の急性期医療を担う病院 
 

求められる事項 

（実施する診療・ 

処置等） 

① 全身管理（呼吸管理、循環管理等）を実施している。 

② 急性期の専門的診断（神経学的診断、画像診断、血液検査、および生理学的検査）

を実施している。 

③ 各病態に応じ、関係する診療ガイドラインに則した治療方針を決定している。 

④ 急性期に生じうる再発、増悪、全身合併症に対し適切な治療を実施している。 

⑤ 発症早期からリハビリテーションを行っている。 

 

Ａ 軽症例の脳梗塞（脳血栓症、脳塞栓症、ラクナ梗塞など）や脳出血等に対し、内科的

治療を実施している。 

Ｂの実施病院との連携がとられており、t-PA 治療や脳神経外科的治療などが必要

な場合に、適切に患者の紹介を行っている。 

 

Ｂ t-PA を用いた治療、内科的治療、脳神経外科的治療等を実施している。 

 

Ｃ 血栓回収療法を用いた治療を実施している。 

 

➣①～⑤全てに対応可能な医療機関で、Ａ～Ｃに対応可能な 

医療機関について以下の欄に記載 

 

医療圏 病院名 

Ａ 

軽症例の脳梗塞や脳出

血に対し、内科的治療を

実施しており、Ｂの病院

への適切な患者紹介の

連携が取れている 

Ｂ 

ｔ－ＰＡを用いた治

療、内科的治療、脳神

経外科的治療等を行

っている 

Ｃ 

血栓回収療法を用い

た治療を行っている 

中 北 

山梨大学医学部附属病院 ○ ○ ○ 

山梨県立中央病院 ○ ○ ○ 

市立甲府病院  ○ ○ 

地域医療機能推進機構山梨病院 ○   

甲府城南病院 ○ ○  

赤坂台病院 ○   

甲府脳神経外科病院 ○ ○ ○ 

甲府共立病院 ○   

韮崎市立病院 ○   

白根徳洲会病院 ○ ○  

峡 東 

加納岩総合病院 ○ ○  

山梨厚生病院 ○ ○  

笛吹中央病院 ○   

石和共立病院 ○   

峡 南 
一部事務組合立飯富病院 ○   

身延山病院 ○   

富士・東部 

富士吉田市立病院 ○ ○  

山梨赤十字病院 ○ ○  

都留市立病院 ○   

上野原市立病院 ○ ○ ○ 

 



 

資料編１－ １４ 

○脳卒中の回復期医療を担う病院  

求められる事項 

（実施する診療・ 

処置等） 

 

① 入院治療が可能である。 

② 専門スタッフによる生活機能の再獲得・向上のための集中的なリハビリテーション（理

学療法、作業療法、言語療法等）を実施している。 

③ 再発予防の治療や高血圧、糖尿病、脂質異常症等の基礎疾患・危険因子の管理、抑

うつ状態へ対応している。 

④ 診断並びに病態診断が可能である。 

 

➣①～④全てに対応可能な医療機関名を以下の欄に記載 

 

  

医療圏 病院名 

中 北 

 

山梨大学医学部附属病院、市立甲府病院、地域医療機能推進機構山梨病院、 

湯村温泉病院、甲府城南病院、城東病院、甲府脳神経外科病院、甲府共立病院、 

韮崎市立病院、北杜市立甲陽病院、北杜市立塩川病院、巨摩共立病院、 

白根徳洲会病院 

 

峡 東 

 

加納岩総合病院、山梨厚生病院、笛吹中央病院、石和温泉病院、石和共立病院、 

山梨リハビリテーション病院、甲州リハビリテーション病院、 

春日居サイバーナイフ・リハビリ病院、富士温泉病院 

 

峡 南 

 

一部事務組合立飯富病院、市川三郷病院、身延山病院 

 

富士・東部 

 

富士吉田市立病院、大月市立中央病院、上野原市立病院 

ツル虎ノ門外科・リハビリテーション病院 

 

 
 

  



 

資料編１－ １５ 

○脳卒中の維持期医療を担う病院 
 

求められる事項 

（実施する診療・ 

処置等） 

 
① 生活の場での療養が維持できるようなリハビリテーションを実施している。 

② 再発予防の治療や高血圧、糖尿病、脂質異常症等の基礎疾患・危険因子の管理、

抑うつ状態へ対応している。 

③ 在宅等の生活に必要な介護サービスに関する介護サービス事業者等との調整を行

っている。 

④ 回復期（あるいは急性期）の医療機関等と診療情報等を共有し連携している。 

 

➣①～④全てに対応可能な医療機関名を以下の欄に記載 

 

  

医療圏 病院名 

中 北 

 

山梨大学医学部附属病院、市立甲府病院、湯村温泉病院、甲府城南病院、 

赤坂台病院、竜王リハビリテーション病院、城東病院、甲府脳神経外科病院、 

甲府共立病院、恵信甲府病院、恵信梨北リハビリテーション病院、韮崎市立病院、 

北杜市立甲陽病院、北杜市立塩川病院、巨摩共立病院、白根徳洲会病院 

 

峡 東 

 

塩山市民病院、笛吹中央病院、石和温泉病院、一宮温泉病院、石和共立病院、 

山梨リハビリテーション病院、春日居サイバーナイフ・リハビリ病院、 

富士温泉病院 

 

峡 南 

 

一部事務組合立飯富病院、しもべ病院、身延山病院 

 

富士・東部 

 

富士吉田市立病院、山梨赤十字病院、上野原市立病院、 

ツル虎ノ門外科・リハビリテーション病院 

 

 



心血管疾患を担う病院

急性期
・回復期

慢性期
急性期
・回復期

慢性期

血管内
治療
・外科的
手術治療

慢性期
急性期
・回復期

慢性期

1 国立病院機構甲府病院 ○ ○ ○

2 山梨大学医学部附属病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 山梨県立中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 市立甲府病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 地域医療機能推進機構山梨病院 ○ ○ ○ ○ ○

6 武川病院 ○ ○ ○

7 甲府城南病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 赤坂台病院 ○ ○ ○

9 竜王リハビリテーション病院 ○ ○ ○ ○

10 城東病院 ○ ○ ○ ○

11 甲府共立病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 三枝病院

13 恵信甲府病院 ○ ○ ○ ○

14 恵信梨北リハビリテーション病院 ○ ○ ○ ○

15 韮崎市立病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 北杜市立甲陽病院 ○ ○ ○

17 北杜市立塩川病院 ○ ○ ○ ○ ○

18 巨摩共立病院 ○ ○

19 高原病院 ○ ○ ○ ○

20 白根徳洲会病院 ○ ○ ○

21 甲州市立勝沼病院 ○

22 山梨厚生病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 塩山市民病院 ○ ○ ○

24 笛吹中央病院 ○ ○ ○ ○

25 石和温泉病院 ○ ○

26 一宮温泉病院 ○ ○ ○ ○

27 石和共立病院 ○ ○ ○ ○

28 春日居サイバーナイフ・リハビリ病院 ○ ○ ○ ○

29 富士温泉病院 ○ ○ ○ ○ ○

30 一部事務組合立飯富病院 ○ ○ ○ ○

31 市川三郷病院 ○

32 富士川病院 ○

33 しもべ病院 ○

34 身延山病院 ○ ○ ○ ○ ○

35 富士吉田市立病院 ○ ○ ○ ○ ○

36 山梨赤十字病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 大月市立中央病院 ○ ○ ○ ○ ○

38 都留市立病院 ○ ○ ○ ○ ○

39 上野原市立病院 ○ ○ ○ ○

8 33 3 30 8 29 17 34

➣疾病、機能等ごとに求められる事項（実施する診療・処置等）は、次ページを参照。
➣次ページの全事項を実施している場合に「○」となる。

合　計

急性心筋梗塞 急性大動脈解離 末梢動脈疾患 重症不整脈・心不全

病院名

富
士
･
東
部

№
医
療
圏

中
北

峡
南
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➣疾病、機能等ごとに求められる事項（実施する診療・処置等）

※全項目を実施している場合に「○」となる

急性期・回復期

・

・
・
・

慢性期

・

・

急性期・回復期

・

・
・
・

慢性期

・

・

血管内（カテーテル）治療、外科的
手術（バイパス）治療

・

慢性期

・

・

急性期・回復期

・

・
・

慢性期

・

・

急
性
心
筋
梗
塞

心電図検査、血液生化学検査、心臓超音波検査、Ｘ線検査、
ＣＴ検査等必要な検査を実施している。
冠動脈閉塞に対する再灌流療法を実施している。
急性期の循環補助管理及び呼吸管理を実施している。
患者の状態に応じた薬物療法、運動療法、食事療法を実施し
ている。

再発予防の治療や高血圧、糖尿病、高脂血症等の基礎疾患・
危険因子の管理、抑うつ状態へ対応している。
患者の状態に応じた薬物療法、運動療法、食事療法を実施し
ている。

重
症
不
整
脈

、
心
不
全

心電図検査、血液生化学検査、心臓超音波検査、Ｘ線検査、
ＣＴ検査等必要な検査を実施している。
急性期の循環補助管理及び呼吸管理を実施している。
患者の状態に応じた薬物療法、運動療法、食事療法を実施し
ている。

再発予防の治療や高血圧、糖尿病、高脂血症等の基礎疾患・
危険因子の管理、抑うつ状態へ対応している。
患者の状態に応じた薬物療法、運動療法、食事療法を実施し
ている。

急
性
大
動
脈
解
離

心電図検査、血液生化学検査、心臓超音波検査、Ｘ線検査、
ＣＴ検査等必要な検査を実施している。
外科的手術治療を実施している。
急性期の循環補助管理及び呼吸管理を実施している。
患者の状態に応じた薬物療法、運動療法、食事療法を実施し
ている。

再発予防の治療や高血圧、糖尿病、高脂血症等の基礎疾患・
危険因子の管理、抑うつ状態へ対応している。
患者の状態に応じた薬物療法、運動療法、食事療法を実施し
ている。

末
梢
動
脈
疾
患

血管内（カテーテル）治療又は外科的手術（バイパス）治療を
実施している。

再発予防の治療や高血圧、糖尿病、高脂血症等の基礎疾患・
危険因子の管理、抑うつ状態へ対応している。
患者の状態に応じた薬物療法、運動療法、食事療法を実施し
ている。
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糖尿病医療を担う病院①

No. 医療圏 病院名

食事療法、運動
療法及び内服薬
療法による血糖
コントロールを
行っている。

インスリン導入の
症例は、自施設
で積極的に行っ
ている。

インスリン導入を
積極的には行っ
ておらず、他の
医療機関を紹介
している。

糖尿病を原因と
する種々の血管
障害（心臓血管
障害、脳血管障
害等）の予防へ
の対応を行って
いる。

1 中 国立病院機構甲府病院 ○ ○ ○

2 北 山梨大学医学部附属病院 ○ ○ ○

3 山梨県立中央病院 ○ ○ ○

4 市立甲府病院 ○ ○ ○

5 地域医療機能推進機構山梨病院 ○ ○ ○

6 武川病院 ○ ○

7 湯村温泉病院 ○ ○ ○

8 甲府城南病院 ○ ○ ○

9 竜王リハビリテーション病院 ○ ○ ○

10 城東病院 ○ ○ ○

11 甲府脳神経外科病院 ○ ○

12 甲府共立病院 ○ ○ ○

13 三枝病院 ○ ○ ○

14 恵信甲府病院 ○ ○

15 恵信梨北リハビリテーション病院 ○ ○ ○

16 韮崎市立病院 ○ ○ ○

17 北杜市立甲陽病院 ○ ○ ○

18 北杜市立塩川病院 ○ ○ ○

19 恵信韮崎相互病院 ○ ○ ○

20 　 宮川病院 ○ ○

21 　 巨摩共立病院 ○ ○ ○

22 高原病院 ○ ○ ○

23 白根徳洲会病院 ○ ○ ○

24 峡 甲州市立勝沼病院 ○ ○

25 東 加納岩総合病院 ○ ○ ○

26 山梨厚生病院 ○ ○ ○

27 塩山市民病院 ○ ○ ○

28 　 笛吹中央病院 ○ ○ ○

29 　 石和温泉病院 ○ ○ ○

30 甲州リハビリテーション病院 ○ ○ ○

31 一宮温泉病院 ○ ○ ○

32 石和共立病院 ○ ○ ○

33 春日居サイバーナイフ・リハビリ病院 ○ ○ ○

34 富士温泉病院 ○ ○ ○

35 峡 一部事務組合立飯富病院 ○ ○ ○

36 南 市川三郷病院 ○ ○ ○

37 富士川病院 ○ ○ ○

38 身延山病院 ○ ○ ○

39 富 富士吉田市立病院 ○ ○ ○

40 士 山梨赤十字病院 ○ ○ ○

41 ・ 大月市立中央病院 ○ ○ ○

42 東 都留市立病院 ○ ○ ○

43 部 上野原市立病院 ○ ○ ○

44 ツル虎ノ門外科・リハビリテーション病院 ○

44 37 6 38合　　　計

合併症予防

平成29年4月1日現在
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糖尿病医療を担う病院②

No. 医療圏 病院名

専門スタッフ（医
師、糖尿病療養
指導士等）による
食事療法、運動
療法、薬物療法
等による血糖コ
ントロールを行っ
ている。

高血糖性昏睡へ
の対応を行って
いる。（糖尿病性
ケトアシドーシス
による。）

高血糖性昏睡へ
の対応を行って
いる。（高浸透圧
性非ケトン性昏
睡による。）

低血糖性昏睡へ
の対応を行って
いる。

強化インスリン療
法（インスリン持
続皮下注入療法
（ＣＳⅠⅠ）等）が
できる。

1 中 国立病院機構甲府病院 ○

2 北 山梨大学医学部附属病院 ○ ○ ○ ○ ○

3 山梨県立中央病院 ○ ○ ○ ○ ○

4 市立甲府病院 ○ ○ ○ ○ ○

5 地域医療機能推進機構山梨病院 ○ ○ ○ ○ ○

6 武川病院 ○ ○

7 湯村温泉病院 ○ ○

8 甲府城南病院 ○ ○ ○ ○

9 竜王リハビリテーション病院

10 城東病院 ○

11 甲府脳神経外科病院

12 甲府共立病院 ○ ○ ○ ○

13 三枝病院 ○ ○ ○ ○ ○

14 恵信甲府病院 ○

15 恵信梨北リハビリテーション病院 ○ ○

16 韮崎市立病院 ○ ○ ○ ○

17 北杜市立甲陽病院 ○ ○ ○ ○

18 北杜市立塩川病院 ○

19 恵信韮崎相互病院 ○ ○ ○

20 　 宮川病院

21 　 巨摩共立病院 ○ ○ ○

22 高原病院 ○

23 白根徳洲会病院 ○ ○ ○ ○

24 峡 甲州市立勝沼病院

25 東 加納岩総合病院 ○ ○ ○ ○

26 山梨厚生病院 ○ ○ ○ ○ ○

27 塩山市民病院 ○ ○ ○ ○ ○

28 　 笛吹中央病院 ○ ○ ○ ○

29 　 石和温泉病院 ○

30 甲州リハビリテーション病院

31 一宮温泉病院

32 石和共立病院 ○ ○ ○ ○

33 春日居サイバーナイフ・リハビリ病院

34 富士温泉病院 ○ ○ ○ ○

35 峡 一部事務組合立飯富病院 ○ ○ ○ ○

36 南 市川三郷病院 ○ ○ ○ ○

37 富士川病院 ○ ○ ○ ○

38 身延山病院 ○ ○ ○ ○

39 富 富士吉田市立病院 ○ ○ ○ ○

40 士 山梨赤十字病院 ○ ○ ○ ○

41 ・ 大月市立中央病院 ○ ○ ○ ○

42 東 都留市立病院 ○ ○ ○

43 部 上野原市立病院 ○ ○ ○ ○ ○

44 ツル虎ノ門外科・リハビリテーション病院 ○

27 30 28 30 11

専門・急性合併症治療

合　　　計

平成29年4月1日現在
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糖尿病医療を担う病院③

No. 医療圏 病院名

糖尿病性網膜症
の治療を実施し
ている。

糖尿病性腎症の
治療を実施して
いる。

糖尿病性腎症に
よる腎不全患者
に透析療法を
行っている。

糖尿病性神経障
害の治療を実施
している。

糖尿病を原因と
する種々の血管
障害（心臓血管
障害、脳血管障
害等）の予防へ
の対応を行って
いる。

1 中 国立病院機構甲府病院 ○ ○ ○

2 北 山梨大学医学部附属病院 ○ ○ ○ ○ ○

3 山梨県立中央病院 ○ ○ ○ ○ ○

4 市立甲府病院 ○ ○ ○ ○ ○

5 地域医療機能推進機構山梨病院 ○ ○ ○

6 武川病院

7 湯村温泉病院 ○

8 甲府城南病院 ○ ○ ○

9 竜王リハビリテーション病院 ○ ○ ○

10 城東病院 ○ ○ ○

11 甲府脳神経外科病院

12 甲府共立病院 ○ ○ ○ ○ ○

13 三枝病院 ○ ○ ○ ○ ○

14 恵信甲府病院 ○

15 恵信梨北リハビリテーション病院 ○ ○ ○

16 韮崎市立病院 ○ ○ ○ ○

17 北杜市立甲陽病院 ○ ○ ○ ○ ○

18 北杜市立塩川病院 ○ ○ ○ ○ ○

19 恵信韮崎相互病院 ○ ○ ○

20 　 宮川病院

21 　 巨摩共立病院 ○ ○ ○ ○ ○

22 高原病院 ○ ○

23 白根徳洲会病院 ○ ○ ○ ○

24 峡 甲州市立勝沼病院 ○ ○ ○ ○

25 東 加納岩総合病院 ○ ○ ○ ○ ○

26 山梨厚生病院 ○ ○ ○ ○ ○

27 塩山市民病院 ○ ○ ○ ○

28 　 笛吹中央病院 ○ ○ ○ ○ ○

29 　 石和温泉病院 ○ ○ ○

30 甲州リハビリテーション病院

31 一宮温泉病院

32 石和共立病院 ○ ○ ○ ○

33 春日居サイバーナイフ・リハビリ病院 ○ ○ ○

34 富士温泉病院 ○ ○ ○

35 峡 一部事務組合立飯富病院 ○ ○ ○ ○

36 南 市川三郷病院 ○ ○ ○ ○ ○

37 富士川病院 ○ ○ ○

38 身延山病院 ○ ○ ○ ○ ○

39 富 富士吉田市立病院 ○ ○ ○ ○ ○

40 士 山梨赤十字病院 ○ ○ ○ ○ ○

41 ・ 大月市立中央病院 ○ ○ ○ ○ ○

42 東 都留市立病院 ○ ○ ○ ○

43 部 上野原市立病院 ○ ○ ○ ○ ○

44 ツル虎ノ門外科・リハビリテーション病院 ○

22 36 23 31 39

慢性合併症治療

合　　　計

平成29年4月1日現在
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○精神病床を有する病院 （50音順）

圏域 医療機関 統合失調症
うつ
躁うつ病

認知症
児童・思春期
精神疾患

発達障害
アルコール
依存症

薬物依存症
ギャンブル等
依存症

PTSD
高次

脳機能障害
摂食障害 てんかん 精神科救急 身体合併症 医療観察法

回生堂病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

峡⻄病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⽇下部記念病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三生会病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

住吉病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

韮崎東ヶ丘病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

HANAZONOホスピタル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山角病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山梨県⽴北病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山梨厚生病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山梨⼤学医学部附属病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

医療計画上の多様な精神疾患等ごとの医療機能の一覧表

全域
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○精神科を標榜する病院

圏域 医療機関 統合失調症
うつ
躁うつ病

認知症
児童・思春期
精神疾患

発達障害
アルコール
依存症

薬物依存症
ギャンブル等
依存症

PTSD
高次

脳機能障害
摂食障害 てんかん 精神科救急 身体合併症 医療観察法

⼀部事務組合⽴飯富病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

甲州リハビリテーション病院 ○ ○

甲府共⽴病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国⽴病院機構甲府病院 ○ ○ ○ ○

山梨県⽴中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⽯和共⽴病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※回答があったものに限る
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NO. 医療圏 市町村 病院名

1 峡中 甲斐市 竜王リハビリテーション病院

2 峡北 南アルプス市 巨摩共立病院

3 峡北 南アルプス市 高原病院

4 峡東 山梨市 山梨市立牧丘病院

5 峡東 笛吹市 石和共立病院

6 峡東 笛吹市 甲州リハビリテーション病院

7 峡南 身延町 一部事務組合立飯富病院

8 峡南 富士川町 峡南病院

NO. 医療圏 市町村 診療所名

1 峡中 甲府市 露木耳鼻咽喉科医院       

2 峡中 甲府市 日原内科小児科医院

3 峡中 甲府市 ふじ内科クリニック

4 峡中 甲府市 櫻林内科眼科医院

5 峡中 甲府市 清水内科外科医院

6 峡中 甲府市 おさだクリニック

7 峡中 甲府市 おかだ内科クリニック

8 峡中 甲府市 医療法人立史会　今井整形外科医院

9 峡中 甲府市 古川内科・皮フ科

10 峡中 甲府市 内科小児科矢崎医院

11 峡中 甲府市 今井循環器呼吸器科

12 峡中 甲府市 あきやま医院

13 峡中 甲府市 大久保内科呼吸器科クリニック

14 峡中 甲府市 医療法人社団　箭本外科整形外科医院

15 峡中 甲府市 のだ内科クリニック

診療報酬施設基準に基づく届出を行う在宅療養支援病院（H29.11.1時点）

診療報酬施設基準に基づく届出を行う在宅療養支援診療所（H29.11.1時点）
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NO. 医療圏 市町村 診療所名

16 峡中 甲府市 甲府共立診療所

17 峡中 甲府市 清水医院

18 峡中 甲府市 医療法人陽明会　小林医院

19 峡中 甲府市 甲州聖愛ハッピークリニック

20 峡中 甲府市 長田在宅クリニック

21 峡中 甲府市 ひろクリニック

22 峡中 甲斐市 竜王共立診療所

23 峡中 甲斐市 竜王ペイン（痛み）クリニック

24 峡中 甲斐市 中沢クリニック

25 峡中 甲斐市 医療法人なゆた会　おかべ内科・神経内科クリニック

26 峡中 甲斐市 芦沢内科小児科医院

27 峡中 中央市 玉穂ふれあい診療所

28 峡中 昭和町 太田整形外科医院

29 峡北 韮崎市 岩下内科医院

30 峡北 韮崎市 いいのクリニック

31 峡北 南アルプス市 高畑内科小児科医院

32 峡北 南アルプス市 飯村医院

33 峡北 南アルプス市 大芝医院

34 峡北 南アルプス市 齊藤医院

35 峡北 北杜市 武川診療所

36 峡北 北杜市 ほくと診療所

37 峡北 北杜市 吉田医院

38 峡北 北杜市 きよさと診療所

39 峡東 山梨市 飯島医院

40 峡東 山梨市 西川医院

41 峡東 笛吹市 古屋医院
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NO. 医療圏 市町村 診療所名

42 峡東 笛吹市 しむら医院

43 峡東 笛吹市 境川診療所

44 峡東 笛吹市 御坂共立診療所

45 峡東 甲州市 岡　医院

46 峡東 甲州市 岩瀬内科クリニック

47 峡東 甲州市 阿部ファミリークリニック

48 峡東 甲州市 松里診療所

49 峡東 甲州市 みわペイン痛みのクリニック

50 峡東 甲州市 加田クリニック

51 峡南 市川三郷町 市川メディカルクリニック

52 富士・東部 富士吉田市 宮下医院

53 富士・東部 富士吉田市 樂天堂整形外科

54 富士・東部 富士吉田市 医療法人雙寿会　ことぶき診療所

55 富士・東部 都留市 水島医院

56 富士・東部 都留市 東桂メディカルクリニック

57 富士・東部 大月市 医療法人社団富士厚生会　富士厚生クリニック

58 富士・東部 大月市 共立診療所さるはし

59 富士・東部 上野原市 上條内科クリニック

60 富士・東部 富士河口湖町 かわぐち湖ファミリークリニック
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NO. 医療圏 市町村 歯科診療所名

1 峡中 甲府市 山梨口腔保健センター

2 峡中 甲府市 とざわ歯科医院

3 峡中 甲府市 菊地原歯科医院

4 峡中 甲府市 共立歯科センター

5 峡中 甲府市 あきやま歯科医院

6 峡中 甲府市 羽黒歯科医院

7 峡中 甲府市 花形歯科医院

8 峡中 甲府市 医療法人社団桜栄会　甲府デンタルクリニック

9 峡中 甲府市 医療法人中央歯科医院

10 峡中 甲府市 内藤歯科医院

11 峡中 甲府市 コマキ歯科

12 峡中 甲府市 川出歯科医院

13 峡中 甲府市 ばば歯科医院

14 峡中 甲府市 みちだ歯科クリニック

15 峡中 甲府市 わだ歯科クリニック

16 峡中 甲府市 とざわデンタルオフィス

17 峡中 甲斐市 岩下歯科医院

18 峡中 中央市 今村歯科医院

19 峡中 昭和町 ワイズデンタル甲府

20 峡北 南アルプス市 つちや歯科医院

21 峡北 南アルプス市 巨摩共立歯科診療所

22 峡北 北杜市 三井歯科クリニック

23 峡北 北杜市 武川歯科診療所

24 峡北 北杜市 あけの歯科診療所

25 峡北 北杜市 駒の杜歯科診療所

診療報酬施設基準に基づく届出を行う在宅療養歯科支援診療所（H29.11.1時点）
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NO. 医療圏 市町村 歯科診療所名

26 峡東 山梨市 前嶋歯科医院

27 峡東 山梨市 藤原歯科医院

28 峡東 山梨市 岡歯科医院

29 峡東 山梨市 矢崎歯科医院

30 峡東 山梨市 いつむら歯科クリニック

31 峡東 山梨市 医療法人輝　はやかわ歯科医院

32 峡東 笛吹市 諸角歯科医院

33 峡東 笛吹市 御坂共立歯科診療所

34 峡東 甲州市 ナカムラ歯科医院

35 峡東 甲州市 おざわ歯科医院

36 峡南 南部町 ゆう歯科クリニック

37 峡南 南部町 桐戸歯科医院

38 峡南 富士川町 杉田歯科医院

39 富士・東部 富士吉田市 渡辺歯科医院

40 富士・東部 富士吉田市 マーブル歯科

41 富士・東部 富士吉田市 和歯科クリニック

42 富士・東部 都留市 米山歯科医院

43 富士・東部 大月市 進士歯科医院

44 富士・東部 上野原市 山下歯科医院

45 富士・東部 富士河口湖町 医療法人　聖仁会　すみ歯科医院

46 富士・東部 鳴沢村 安富歯科医院

NO. 医療圏 市町村 訪問看護ステーション名

1 峡中 甲府市 ゆたか訪問看護ステーション

2 峡中 甲府市 甲府訪問看護ステーションすずかけ

健康保険法に基づく指定訪問看護事業者の指定を受ける訪問看護ステーション（H29.11.1時点）
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NO. 医療圏 市町村 訪問看護ステーション名

3 峡中 甲府市 公益社団法人山梨県看護協会ゆうき訪問看護ステーション

4 峡中 甲府市 公益社団法人山梨県看護協会荒川訪問看護ステーション

5 峡中 甲府市 公益社団法人山梨県看護協会貢川訪問看護ステーション

6 峡中 甲府市 訪問看護リハビリステーションコスモ・アンシア

7 峡中 甲府市 なないろ訪問看護ステーション

8 峡中 甲府市 医療法人　笹本会  おおくに訪問看護ステーション

9 峡中 甲府市 訪問看護ステーションすみ

10 峡中 甲府市 訪問看護ステーションつゆき

11 峡中 甲府市 医療法人八香会 湯村訪問看護ステーション

12 峡中 甲府市 訪問看護ステーションいけだ

13 峡中 甲府市 ケアビス訪問看護リハビリステーション

14 峡中 甲府市 訪問看護ステーション きらり

15 峡中 甲府市 医療法人慶友会城東病院訪問看護ステーション あんじゅ

16 峡中 甲府市 訪問看護ステーション　デューン甲府

17 峡中 甲斐市 訪問看護ステーションかのん

18 峡中 甲斐市 訪問看護ステーションやすらぎ

19 峡中 甲斐市 しらゆり訪問看護ステーション

20 峡中 甲斐市 赤坂台訪問看護ステーション

21 峡中 中央市 玉穂訪問看護ステーション

22 峡北 韮崎市 こすもす訪問看護ステーション

23 峡北 韮崎市 公益社団法人山梨県看護協会訪問看護ステーションほっと・ほっと韮崎

24 峡北 韮崎市 あいあい　にらさき　訪問看護ステーション

25 峡北 南アルプス市 訪問看護ステーションあらぐさ

26 峡北 南アルプス市 高原会訪問看護ステーション

27 峡北 南アルプス市 アルプス訪問看護ステーション

28 峡北 北杜市 北杜市立塩川病院訪問看護ステーションつくしんぼ

29 峡北 北杜市 ピノキオ訪問看護ステーション

30 峡北 北杜市 八ヶ岳訪問看護ステーション
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NO. 医療圏 市町村 訪問看護ステーション名

31 峡北 北杜市 かいこま訪問看護ステーション

32 峡北 北杜市 地域看護センターあんあん

33 峡東 山梨市 東山梨訪問看護ステーション

34 峡東 笛吹市 いちのみや訪問看護ステーション

35 峡東 笛吹市 御坂・八代訪問看護ステーションたんぽぽ

36 峡東 笛吹市 東八訪問看護ステーションほほえみ

37 峡東 笛吹市 甲州訪問看護ステーション

38 峡東 笛吹市 訪問看護ステーションかいじ

39 峡東 笛吹市 笛吹訪問看護ステーション　おひさま

40 峡東 甲州市 ハートフル塩山訪問看護ステーション

41 峡東 甲州市 甲州市訪問看護ステーション

42 峡南 市川三郷町 訪問看護ステーション西八代

43 峡南 市川三郷町 株式会社日医調剤　市川訪問看護ステーション

44 峡南 身延町 かじかナースステーション

45 峡南 身延町 訪問看護ステーションいいとみ

46 峡南 富士川町 訪問看護ステーションふじ

47 峡南 富士川町 公益社団法人山梨県看護協会ますほ訪問看護ステーション

48 富士・東部 富士吉田市 公益社団法人山梨県看護協会富士北麓訪問看護ステーション

49 富士・東部 富士吉田市 訪問看護・リハビリステーションかみよし

50 富士・東部 富士吉田市 訪問看護ステーション　さくら

51 富士・東部 都留市 訪問看護ステーション　あゆみ

52 富士・東部 都留市 公益社団法人山梨県看護協会つる訪問看護ステーション

53 富士・東部 大月市 訪問看護ステーションももくら

54 富士・東部 上野原市 訪問看護ステーションにんじん・上野原
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NO. 医療圏 市町村 薬局名

1 峡中 甲府市 日の出薬局

2 峡中 甲府市 ウエノ中央薬局

3 峡中 甲府市 いっぷく堂薬局

4 峡中 甲府市 美咲調剤薬局

5 峡中 甲府市 株式会社ウエノ　ウエノ薬局

6 峡中 甲府市 甲府調剤センター

7 峡中 甲府市 甲府調剤センター　県病院前

8 峡中 甲府市 みどり薬局　富士見店

9 峡中 甲府市 アルプス薬局

10 峡中 甲府市 みさき薬局　北口

11 峡中 甲府市 内藤薬局　飯田店

12 峡中 甲府市 株式会社赤岡綜合薬局　小瀬店

13 峡中 甲府市 ミルキッズ調剤薬局

14 峡中 甲府市 株式会社みやび　みやび甲府薬局

15 峡中 甲府市 あおぞら薬局　富士見店

16 峡中 甲府市 みさき薬局　北新

17 峡中 甲府市 アーク調剤薬局　上阿原店

18 峡中 甲府市 サンロード調剤　富士見店

19 峡中 甲府市 株式会社ウエノ　ウエノ塩部薬局

20 峡中 甲府市 日本調剤　甲府薬局

21 峡中 甲府市 みさき薬局　甲府北口

22 峡中 甲府市 サンロード調剤

23 峡中 甲府市 サンロード調剤　丸の内店

24 峡中 甲府市 有限会社フロイント　塩部薬局

25 峡中 甲府市 みさき薬局　武田

調剤報酬施設基準に基づく基準調剤加算の届出を行う薬局（H29.11.1時点）
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NO. 医療圏 市町村 薬局名

26 峡中 甲府市 みさき薬局　小瀬

27 峡中 甲府市 アイセイ薬局　国母店

28 峡中 甲府市 アイセイ薬局　小瀬店

29 峡中 甲斐市 明治堂志村調剤薬局

30 峡中 甲斐市 ウエノさくら薬局

31 峡中 甲斐市 サンロード調剤　西八幡店

32 峡中 甲斐市 クスリのサンロード薬局　敷島東店

33 峡中 甲斐市 アトム薬局　アルプス通り店

34 峡中 甲斐市 みさき薬局　竜王

35 峡中 甲斐市 ミルキッズ調剤薬局　西八幡店

36 峡中 甲斐市 日本調剤　竜王薬局

37 峡中 甲斐市 アーク調剤薬局　竜王駅前店

38 峡中 中央市 みどり薬局　玉穂店

39 峡中 中央市 山梨中央薬局

40 峡中 中央市 さくら調剤薬局

41 峡中 中央市 みさき薬局　田富

42 峡中 中央市 一般財団法人医薬分業支援センター　会営調剤薬局

43 峡北 韮崎市 峡北調剤薬局

44 峡北 韮崎市 みさき薬局　韮崎

45 峡北 韮崎市 サンロード調剤　韮崎市立病院前

46 峡北 韮崎市 アーク調剤薬局　韮崎店

47 峡北 南アルプス市 有限会社櫛形調剤薬局

48 峡北 南アルプス市 アトム薬局　加賀美店

49 峡北 南アルプス市 アトム薬局　藤田店

50 峡北 南アルプス市 アーク調剤薬局　南アルプス店

51 峡北 南アルプス市 中島薬局
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NO. 医療圏 市町村 薬局名

52 峡北 南アルプス市 日本調剤　南アルプス薬局

53 峡北 南アルプス市 アイン薬局　南アルプス店

54 峡北 北杜市 長坂調剤薬局

55 峡北 北杜市 高根調剤薬局

56 峡北 北杜市 うえはら薬局

57 峡北 北杜市 アイセイ薬局　長坂店

58 峡北 北杜市 あすなろ武川薬局

59 峡東 山梨市 富士薬局

60 峡東 笛吹市 株式会社日医調剤　一宮薬局

61 峡東 笛吹市 株式会社ウエノ　ウエノ石和薬局

62 峡東 笛吹市 あすなろ石和薬局

63 峡東 甲州市 アーク調剤薬局

64 峡東 甲州市 株式会社日医調剤　勝沼薬局

65 峡東 甲州市 四つ葉薬局　塩山店

66 峡東 甲州市 日本調剤　塩山薬局

67 峡南 市川三郷町 有限会社さくら　市川大門調剤薬局

68 峡南 市川三郷町 株式会社日医調剤　市川大門薬局

69 峡南 富士川町 あい調剤薬局

70 峡南 身延町 有限会社さくら　中富調剤薬局

71 富士・東部 富士吉田市 ふたば薬局

72 富士・東部 富士吉田市 あんず薬局

73 富士・東部 富士吉田市 ヒロ薬局　富士吉田店

74 富士・東部 富士吉田市 日本調剤　ふじ吉田薬局

75 富士・東部 富士吉田市 日本調剤　昭和通薬局

76 富士・東部 富士吉田市 富士山薬局
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NO. 医療圏 市町村 薬局名

77 富士・東部 富士吉田市 富士五湖調剤薬局

78 富士・東部 富士吉田市 アイセイ薬局　下吉田店

79 富士・東部 都留市 株式会社ウエノ　ウエノ東薬局

80 富士・東部 都留市 日本調剤　つる薬局

81 富士・東部 上野原市 ヒロ薬局　上野原店

82 富士・東部 西桂町 みさき薬局　西桂

83 富士・東部 富士河口湖町 ふなつ薬局

84 富士・東部 富士河口湖町 ふたば薬局

85 富士・東部 富士河口湖町 クスリのサンロード薬局　河口湖店

86 富士・東部 富士河口湖町 日本調剤　河口湖薬局
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現状分析指標 

 

 

国から提示のあった主要疾病等に関する各種

指標のうち、本県における現状の分析に用いた

指標をまとめたものです。 



＜巻末データ＞ 現状の把握 【がん】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部

1 禁煙外来を行っている医療機関数
一般診療所
（専門外来、禁煙外来で、「有」の施設数）

医療施設調査
（厚生労働省）

H26 12,697 92 60 15 4 13 施設

9.9 10.7 12.7 10.5 7.0 6.9 （人口10万対）

病院
（専門外来、禁煙外来で、「有」の施設数）

2,410 13 4 2 2 5 施設

1.9 1.5 0.8 1.4 3.5 2.7 （人口10万対）

2 がん診療連携拠点病院数
がん対策情報
（厚生労働省）

Ｈ28 427 5 3 1 0 1 施設

0.4 0.6 0.6 0.7 0.0 0.5 （人口10万対）

3
放射線治療・薬物療法・リハビリテーション
専門医が配置されている拠点病院の割合

がん認定医 H28 11.6 12.6 人
（人口10万対）

○全国を上回っている。

がん認定医（歯科口腔外科） 0.3 0.1 人
（人口10万対）

○全国を下回っている。

4 地域がん診療病院数 Ｈ28 28 1 0 1 0 0 施設

0.1 0.1 0.0 0.7 0.0 0.0 （人口10万対）

5 がんリハビリテーションを実施する医療機関数
診療報酬施設基準
（厚生労働省）

Ｈ28 1,523 9 3 4 0 2 施設

1.5 1.1 0.6 2.9 0.0 1.1 （人口10万対）

6 末期のがん患者に対して在宅医療を提供する医療機関数
診療報酬施設基準
（厚生労働省）

Ｈ28 12,842 62 36 16 2 8 施設

9.9 7.3 7.7 11.4 3.6 4.3 （人口10万対）

7 麻薬小売業免許取得薬局数
麻薬･覚せい剤行政の概況
（厚生労働省）

Ｈ26 35.0 36.7 施設
（人口10万対）

○全国を上回っている。

8 緩和ケア病棟を有する病院数・病床数 「緩和ケア病棟」が有の施設数
医療施設調査
（厚生労働省）

Ｈ26 366 1 1 0 0 0 施設

0.3 0.1 0.2 0.0 0.0 0.0 （人口10万対）

「緩和ケア病棟」が有の施設の病床数 6,997 15 15 0 0 0 床

5.4 1.7 3.2 0.0 0.0 0.0 （人口10万対）

9 緩和ケアチームのある医療機関数
病院
（「緩和ケアチーム」が有の施設数）

医療施設調査
（厚生労働省）

Ｈ26 992 7 5 1 0 1 施設

0.8 0.8 1.1 0.7 0.0 0.5 （人口10万対）

10 外来緩和ケア実施医療機関数
診療報酬施設基準
（厚生労働省）

Ｈ28 223 2 2 0 0 0 施設

0.2 0.2 0.4 0.0 0.0 0.0 （人口10万対）

指標名

○県全体では、全国を下回っている。
○中北医療圏は、全国を下回っており、峡東、峡
南、富士東部医療圏は、該当施設なし。

二次医療圏

○県全体では、全国を上回っている。
○中北、峡東医療圏は、全国を上回っているが、
峡南、富士東部医療圏は下回っている。

○県全体では、全国を下回っている。
○峡南、富士東部医療圏は、全国を上回ってい
るが、中北、峡東医療圏は下回っている。

専門医の認定状況
（日本がん治療認定医機構
HP）

がん診療連携拠点病院等の
一覧
（厚生労働省HP）

○県全体では、全国を下回っている。
○峡東医療圏は、全国を上回っているが、中北、
富士東部医療圏は下回り、峡南医療圏では、該
当施設なし。

○県全体では、全国を下回っている。
○峡東医療圏は、全国を上回っているが、中北、
峡南、富士東部医療圏は下回っている。

○県全体では、全国を上回っている。
○中北、峡東、富士東部医療圏は、全国を上回っ
ているが、峡南医療圏では、該当施設なし。

○県全体では、全国並みである。
○峡東医療圏は、全国を上回っているが、中北、
峡南、富士東部医療圏では、該当施設なし。

○県全体では、全国並みである。
○中北医療圏は、全国を上回っているが、峡東、
富士東部医療圏は下回り、峡南医療圏では、該
当施設なし。

○県全体では、全国並みである。
○中北医療圏は、全国を上回っているが、峡東、
峡南、富士東部医療圏では、該当施設なし。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【がん】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部
指標名 二次医療圏

11 がん検診受診率 胃がん
国民生活基礎調査
（厚生労働省）

Ｈ28 40.9 50.1 ％

子宮がん 42.4 47.9 ％

肺がん 46.2 58.7 ％

大腸がん 41.4 51.3 ％

乳がん 44.9 57.2 ％

12 喫煙率 男性
国民生活基礎調査
（厚生労働省） H25 33.7 36.5 ％

女性 10.7 11.3 ％

13 ニコチン依存症管理料を算定する患者数 Ｈ27 520,837 3,281 2,033 555 151 542 人

403.2 383.5 431.8 392.3 268.1 290.1 （人口10万対）

14 ハイリスク飲酒者の割合 ○国の提供データ不足のため現状把握不能。

15 運動習慣のある者の割合 ○国の提供データ不足のため現状把握不能。

16 野菜と果物の摂取量 ○国の提供データ不足のため現状把握不能。

17 食塩摂取量 ○国の提供データ不足のため現状把握不能。

18 公費肝炎検査実施数 Ｂ型肝炎 Ｈ22-26 258.3 74.7 件
（人口10万対）

Ｃ型肝炎 250.2 74.5 件
（人口10万対）

19 公費肝炎治療開始者数 インターフェロン治療  肝炎対策特別促進事業 Ｈ22-26 13.6 7.5 人
（人口10万対）

○全国を下回っている。

インターフェロンフリー治療 15.5 17.3 人
（人口10万対）

○全国を上回っている。

核酸アナログ製剤治療 48.6 46.4 人
（人口10万対）

○全国を下回っている。

20 悪性腫瘍特異物質治療管理料の算定件数 Ｈ27 12,699,482 68,105 46,879 7,550 3,906 9,770 件

10,072.5 7,960.8 9,956.4 5,336.2 6,935.7 5,228.6 （人口10万対）

21 外来化学療法の実施件数 一般診療所
医療施設調査
（厚生労働省）

H26 7,983 6 6 0 0 0 件

 病院 217,577 1,397 1,079 90 16 212 件

22 放射線治療の実施件数 体外照射
医療施設調査
（厚生労働省）

H26 222,334 998 567 20 0 411 件

腔内･組織内照射 1,000 4 4 0 0 0 件

○県全体では、全国を下回っている。
○中北医療圏は、全国を上回っているが、峡東、
峡南、富士東部医療圏は、下回っている。

○いずれも全国を上回っている。

○県全体では、全国を下回っている。
○いずれの医療圏も、全国を下回っている。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○男性、女性とも全国を上回っている。

 特定感染症検査等事業
（都道府県）
健康増進事業
（市町村）

○いずれも全国を下回っている。

○実数のため、単純比較不可。

○実数のため、単純比較不可。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【がん】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部
指標名 二次医療圏

23 悪性腫瘍手術の実施件数 一般診療所
医療施設調査
（厚生労働省）

H26 1,243 3 1 0 0 2 件

 病院 56,143 344 259 46 18 21 件

24 術中迅速病理組織標本の作製件数 H27 148,935 808 646 102 16 44 件

113.3 94.4 137.2 72.1 28.4 23.5 （人口10万対）

25 病理組織標本の作製件数 H27 1,810,288 9,102 6,403 1,124 352 1,223 件

1,390.7 1,063.9 1,359.9 794.4 625.0 654.5 （人口10万対）

26 がんリハビリテーションの実施件数 H27 213,467 709 396 237 0 76 件

191.5 82.9 84.1 167.5 0.0 40.7 （人口10万対）

27 地域連携クリティカルパスに基づく診療計画策定等実施件数 H27 － － － 0 0 0 件

－ － － 0.0 0.0 0.0 （人口10万対）

28 地域連携クリティカルパスに基づく診療提供等実施件数 H27 － － 44 - 0 0 件

－ 5.1 9.3 - 0.0 0.0 （人口10万対）

29 がん患者指導の実施件数 Ｈ27 230,653 381 364 17 0 0 件

170.6 44.5 77.3 12.0 0.0 0.0 （人口10万対）

30 入院緩和ケアの実績件数 Ｈ27 63,385 984 984 0 0 0 件

40.4 115.0 209.0 0.0 0.0 0.0 （人口10万対）

31 外来緩和ケアの実績件数 H27 － - - 0 0 0 件

－ - - 0.0 0.0 0.0 （人口10万対）

32 がん性疼痛緩和の実施件数 Ｈ27 346,256 469 230 142 73 24 件

274.0 54.8 48.8 100.4 129.6 12.8 （人口10万対）

33 在宅がん医療総合診療料の算定件数 H27 － 109 94 0 0 15 件

－ 12.7 20.0 0.0 0.0 8.0 （人口10万対）

34 がん患者の年齢調整死亡率 男性 Ｈ27 165.3 152.9 人口10万体

女性 87.7 86.1 人口10万体

○県全体では、全国を上回っている。
○中北医療圏は全国を上回っており、峡東、峡
南、富士東部医療圏では、実績なし。

○国の提供データ不足のため現状把握不能。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○中北医療圏は、全国を上回っているが、峡東、
峡南、富士東部医療圏は、下回っている。

○男女ともに全国よりも低い死亡率である。

○県全体では、全国を下回っている。
○いずれの医療圏も下回っている。

○国の提供データ不足のため現状把握不能。

○国の提供データ不足のため現状把握不能。

○実数のため、単純比較不可。

○国の提供データ不足のため現状把握不能。

○県全体では、全国を下回っている。
○いずれの医療圏も、全国を下回っている。

○県全体では、全国を下回っている。
○中北、峡東、富士東部医療圏は、下回ってお
り、峡南医療圏では、実績なし。

○県全体では、全国を下回っている。
○中北、峡東医療圏は下回っており、峡南、富士
東部医療圏では、実績なし。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

人口動態特殊報告
（厚生労働省）

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【がん】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部
指標名 二次医療圏

35 がん患者の死亡者数 悪性新生物 H27 38.5 38.6 人
（人口10万対）

○全国を上回っている。

胃 5.3 3.7 人
（人口10万対）

○全国を下回っている。

結腸、直腸S状結腸移行部及び直腸 5.8 6.3 人
（人口10万対）

○全国を上回っている。

肝及び肝内胆管 2.8 3.4 人
（人口10万対）

○全国を上回っている。

気管、気管及び肺 6.9 6.7 人
（人口10万対）

○全国を下回っている。

乳房 1.6 2.1 人
（人口10万対）

○全国を上回っている。

36 がん患者の在宅死亡割合 悪性新生物 H27 13.3 13.1 ％ ○全国を下回っている。

胃 14.7 11.0 ％ ○全国を下回っている。

結腸、直腸S状結腸移行部及び直腸 14.9 15.1 ％ ○全国を上回っている。

肝及び肝内胆管 12.6 12.6 ％ ○全国並みである。

気管、気管及び肺 11.8 10.3 ％ ○全国を下回っている。

乳房 15.1 18.8 ％ ○全国を上回っている。

人口動態調査
（厚生労働省）

人口動態調査
（厚生労働省）
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【脳卒中】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部

1 禁煙外来を行っている医療機関数
一般診療所
（禁煙外来「有」の施設数）

医療施設調査
（厚生労働省）

H26 12,697 92 60 15 4 13 施設

9.9 10.7 12.7 10.5 7.0 6.9 （人口10万対）

病院
（禁煙外来「有」の施設数）

2,410 13 4 2 2 5 施設

1.9 1.5 0.8 1.4 3.5 2.7 （人口10万対）

2 神経内科医師数、脳神経外科医師数 神経内科
医師・歯科医師・薬剤師調査
（厚生労働省）

Ｈ26 4,657 26 19 5 1 1 人

3.7 3.0 4.0 3.5 1.7 0.5 （人口10万対）

脳神経外科 7,147 55 38 10 0 7 　人

5.8 6.4 8.0 7.0 0.0 3.7 （人口10万対）

3 脳卒中の専門病室を有する病院数・病床数 ＳＣＵを有する施設数
医療施設調査
（厚生労働省）

Ｈ26 131 0 0 0 0 0 施設

0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 （人口10万対）

ＳＣＵの病床数 926 0 0 0 0 0 床

0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 （人口10万対）

脳卒中ケアユニットを有する病院 診療報酬施設基準 Ｈ28 132 0 0 0 0 0 施設

0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 （人口10万対）

4 脳梗塞に対するt-PAによる脳血栓溶解療法の実施可能な病院数 診療報酬施設基準 Ｈ28 794 3 2 0 0 1 施設

0.6 0.4 0.4 0.0 0.0 0.5 （人口10万対）

5
リハビリテーションが実施可能な
医療機関数

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 診療報酬施設基準 Ｈ28 2,671 27 13 11 1 2 施設

2.5 3.2 2.8 7.8 1.8 1.1 （人口10万対）

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ） 1,933 15 9 0 1 5 施設

1.8 1.8 1.9 0.0 1.8 2.7 （人口10万対）

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅲ） 2,897 13 6 2 2 3 施設

2.8 1.5 1.3 1.4 3.6 1.6 （人口10万対）

6 喫煙率 男性
国民生活基礎調査
（厚生労働省） H25 33.7 36.5 ％

女性 10.7 11.3 ％

指標名 二次医療圏

○県全体では、全国を下回っている。
○峡南、富士東部医療圏は、全国を上回ってい
るが、中北、峡東医療圏は下回っている。

○県全体では、全国を上回っている。
○中北、峡東医療圏は、全国を上回っているが、
峡南、富士東部医療圏は下回っている。

○県全体では、全国を上回っている。
○中北、峡東医療圏は、全国を上回っているが、
富士東部医療圏は下回り、峡南医療圏では、該
当医師がいない。

○県全体では、全国を下回っている。
○中北医療圏は、全国を上回っているが、峡東、
峡南、富士東部医療圏は下回っている。

○いずれも本県には該当なし。

○県全体では、全国を下回っている。
○中北、富士東部医療圏は、全国を下回ってお
り、峡東、峡南医療圏では、該当施設なし。

○県全体では、全国を上回っている。
○中北、峡東医療圏は、全国を上回っているが、
峡南、富士東部医療圏は下回っている。

○県全体では、全国並みである。
○中北、富士東部医療圏は、全国を上回ってい
るが、峡南医療圏は全国並みであり、峡東医療
圏では、該当施設なし。

○県全体では、全国を下回っている。
○峡南医療圏は、全国を上回っているが、中北、
峡東、富士東部医療圏は下回っている。

○男性、女性とも全国を上回っている。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【脳卒中】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部
指標名 二次医療圏

7  ニコチン依存症管理料を算定する患者数（診療報酬ごと） Ｈ27 520,837 3,281 2,033 555 151 542 人

403.2 383.5 431.8 392.3 268.1 290.1 （人口10万対）

8 ハイリスク飲酒者の割合 ○国の提供データ不足のため現状把握不能。

9 健康診断の受診率
国民生活基礎調査
（厚生労働省）

Ｈ25 66.2 71.1 ％ ○全国を上回っている。

10 高血圧性疾患患者の年齢調整外来受療率
患者調査
（厚生労働省）

Ｈ26 262.2 265.1 ％ ○全国を上回っている。

11 脂質異常症患者の年齢調整外来受療率
患者調査
（厚生労働省）

H26 67.5 61.3 ％ ○全国を下回っている

12  脳梗塞に対するt-PAによる脳血栓溶解療法適用患者への同療法実施件数 Ｈ27 12,292 80 56 14 0 10 件

9.9 9.4 11.9 9.9 0.0 5.4 （人口10万対）

13  脳梗塞に対する脳血管内治療（経皮的脳血栓回収述等）の実施件数 Ｈ27 － － － 0 0 － 件

－ － － 0.0 0.0 － （人口10万対）

14 くも膜下出血に対する脳動脈瘤クリッピング術の実施件数 Ｈ27 － － 57 － 0 － 件

－ 6.7 12.1 － 0.0 － （人口10万対）

15 くも膜下出血に対する脳動脈瘤コイル塞栓術の実施件数 Ｈ27 － 11 11 0 0 － 件

－ - 2.3 0.0 0.0 － （人口10万対）

16 脳卒中患者に対する嚥下機能訓練の実施件数 H27 － - 250 696 - 89 件

248.1 121.0 53.1 491.9 - 47.6 （人口10万対）

17 脳卒中患者に対するリハビリテーションの実施件数 H27 1,692,634 13,565 6,846 4,434 617 1,668 件

1,465.4 1,585.6 1,454.0 3,133.9 1,095.6 892.7 （人口10万対）

18 脳卒中患者における地域連携計画作成等の実施件数 H27 － - 231 - - 62 件

46.6 34.2 49.1 - - 33.2 （人口10万対）

19 脳血管疾患により救急搬送された患者数
患者調査
（厚生労働省）

Ｈ26 210.2 - 1.3 － 0.0 － 0.1千人

0.2 0.2 0.3 0.2 0.0 0.1 （人口10万対）

20 救急要請（覚知）から医療機関への収容までに要した平均時間
救急・救助の現況
（消防庁）

Ｈ26 39.4 38.8 分 ○全国を下回っている。

21 脳血管疾患により救急搬送された患者の圏域外への搬送率
患者調査
（厚生労働省）

Ｈ26 13.9 28.7 ％ ○全国を上回っている。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○中北医療圏は、全国を上回っているが、峡東、
峡南、富士東部医療圏は下回っている。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○中北医療圏は全国を上回っており、峡東医療
圏は全国並み。富士東部医療圏は、全国を下
回っており、峡南医療圏では、実績なし。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○国の提供データ不足のため現状把握不能。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○国の提供データ不足のため現状把握不能。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○国の提供データ不足のため現状把握不能。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○峡東医療圏は全国を大幅に上回っており、中
北、富士東部医療圏は、全国を下回っている。

○県全体では、全国並みである。
○中北医療圏は全国を上回っており、峡東医療
圏は全国並み。富士東部医療圏は、全国を下
回っており、峡南医療圏では、実績なし。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を上回っている。
○峡東医療圏は全国を大幅に上回っており、中
北、峡南、富士東部医療圏は、下回っている。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○中北医療圏は全国を上回っており、富士東部
医療圏は、全国を下回っている。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【脳卒中】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部
指標名 二次医療圏

22 退院患者平均在院日数
患者調査
（厚生労働省）

Ｈ26 89.4 66.6 62.2 76.9 123.4 37.2 日
○県全体では、全国を下回っている。
○中北、峡東、富士東部医療圏は全国を下回っ
ており、峡南医療圏は、全国を上回っている。

23
 在宅等生活の場に復帰した患者の割合

患者調査
（厚生労働省）

Ｈ26 55.5 58.8 57.3 58.4 82.4 65.4 ％
○県全体では、全国を上回っている。
○すべての医療圏において、全国を上回ってい
る。

24 脳血管疾患患者の年齢調整死亡率 男性 Ｈ27 37.8 42.0 人口１０万対

女性 Ｈ27 21.0 23.0 人口１０万対

人口動態特殊報告
（厚生労働省） ○男女ともに全国よりも高い死亡率である。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【心血管疾患】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部

1 禁煙外来を行っている医療機関数
一般診療所
（禁煙外来「有」の施設数）

医療施設調査
（厚生労働省）

H26 12,697 92 60 15 4 13 施設

10.3 10.7 12.7 10.5 7.0 6.9 （人口10万対

病院
（禁煙外来「有」の施設数）

2,410 13 4 2 2 5 施設

2.3 1.5 0.8 1.4 3.5 2.7 （人口10万対

2 循環器内科医師数、心臓血管外科医師数
医師・歯科医師・薬剤師調査
（厚生労働省）

H26 11,992 71 46 12 2 11 人

9.3 8.2 9.7 8.4 3.5 5.8 （人口10万対

3,048 22 14 4 0 4 人

2.4 2.6 3.0 2.8 0.0 2.1 （人口10万対

3
心臓内科系集中治療室（CCU）を有する
病院数・病床数

CCUを有する施設数
医療施設調査
（厚生労働省）

H26 323 1 1 0 0 0 施設

0.2 0.1 0.2 0.0 0.0 0.0 （人口10万対

CCU病床数 1,759 7 7 0 0 0 床

1.2 0.8 1.5 0.0 0.0 0.0 （人口10万対

4 心臓血管外科手術が実施可能な病院数 H27 - - 3 - 0 0 施設

- - 0.6 - 0.0 0.0 （人口10万対

5
心血管疾患リハビリテーションが実施可能
な医療機関数

心大血管リハビリテーション料（Ⅰ）
診療報酬施設基準
（厚生労働省）

H28 989 3 2 1 0 0 施設

0.9 0.4 0.4 0.7 0.0 0.0 （人口10万対

心大血管リハビリテーション料（Ⅱ） 156 1 0 1 0 0 施設

0.2 0.1 0.0 0.7 0.0 0.0 （人口10万対

6 喫煙率 男性
国民生活基礎調査
（厚生労働省）

H25 33.7 36.5 ％

女性 10.7 11.3 ％

7 ニコチン依存症管理料を算定する患者数 H27 520,837 3,281 2,033 555 151 542 人

403.2 383.5 431.8 392.3 268.1 290.1 （人口10万対

8 健康診断の受診率
国民生活基礎調査
（厚生労働省）

H25 66.2 71.1 ％ ○全国を上回っている。

9 高血圧性疾患患者の年齢調整外来受療率
患者調査
（厚生労働省）

H26 262.2 265.1 人口１０万対 ○全国を上回っている。

指標名 二次医療圏

循環器内科

心臓血管外科

○いずれも県全体では、全国を下回っている。
○中北医療圏を除き、CCUを有する病院はない。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○国の提供データ不足のため現状把握不能。

○男性、女性とも全国を上回っている。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○中北、峡東医療圏は、全国を上回っているが、
峡南、富士東部医療圏は下回っている。

○県全体では、全国を上回っている。
○中北、峡東医療圏は、全国を上回っているが、
峡南、富士東部医療圏は下回っている。

○県全体では、全国を下回っている。
○峡南、富士東部医療圏は、全国を上回ってい
るが、中北、峡東医療圏は下回っている。

○県全体では、全国を下回っている。
○中北医療圏は、全国を上回っているが、峡東、
峡南、富士東部医療圏は下回っている。

○県全体では、全国を上回っている。
○中北、峡東医療圏は、全国を上回っているが、
富士東部医療圏は、下回っており、峡南医療圏で
は、該当医師がいない。

○県全体では、全国を下回っている。
○峡東医療圏は、全国を上回っているが、中北
医療圏は全国並み。峡南、富士東部医療圏で
は、該当施設なし。

○県全体では、全国を下回っている。
○峡東医療圏は、全国を上回っているが、中北、
峡南、富士東部医療圏では、該当施設なし。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【心血管疾患】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部
指標名 二次医療圏

10 脂質異常症患者の年齢調整外来受療率
患者調査
（厚生労働省）

H26 67.5 61.3 人口１０万対 ○全国を下回っている。

11
救急・救助の現況
（消防庁）

H26 35.4 15.0 件 ○実数のため、単純比較不可。

12 急性心筋梗塞に対する経皮的冠動脈インターべーションの実施件数 H27 219,623 996 771 60 0 165 件

169.3 116.4 163.7 42.4 0.0 88.3 （人口10万対

13 来院後９０分以内の冠動脈再開通達成率 H27 28,566 231 191 10 0 30 件

23.1 27.0 40.6 7.1 0.0 16.1 （人口10万対

14 虚血性心疾患に対する心臓血管外科手術件数 H27 － － 76 － 0 0 件

－ 8.9 16.1 － 0.0 0.0 （人口10万対

15 入院心血管疾患リハビリテーションの実施件数 H27 193,576 572 423 149 0 0 件

157.9 66.9 89.9 105.3 0.0 0.0 （人口10万対

16 外来心血管疾患リハビリテーションの実施件数 H27 138,277 340 305 35 0 0 件

100.2 39.7 64.8 24.7 0 0 （人口10万対

17 虚血性心疾患により救急搬送された患者数
患者調査
（厚生労働省）

H26 0.0 0.0 0.0 0.1 － 0.1
０．１千人

（人口10万対）
○国の提供データ不足のため現状把握不能。

18  救急要請（覚知）から医療機関への収容までに要した平均時間
救急・救助の現状
（消防庁）

H26 39.4 38.8 分 ○全国を下回っている。

19  虚血性心疾患により救急搬送された患者の圏域外への搬送率 ○国の提供データ不足のため現状把握不能。

20 退院患者平均在院日数
患者調査
（厚生労働省）

H26 9.1 10.7 12.3 10.2 41.0 3.5 日
○県全体では、全国を上回っている。
○中北、峡東、峡南医療圏は、全国を上回ってお
り、富士東部医療圏は、下回っている。

21 在宅等生活の場に復帰した患者の割合
患者調査
（厚生労働省）

H26 92.9 95.3 95.1 100.0 40.0 97.2 ％
○県全体では、全国を上回っている。
○中北、峡東、富士東部医療圏は、全国を上回っ
ており、峡南医療圏は、下回っている。

22 虚血性心疾患患者の年齢調整死亡率 男性 H27 31.3 24.6 人口１０万対

女性 H27 11.8 8.8 人口１０万対

心肺機能停止傷病者（心肺停止患者）全搬送人員のうち、一般市民により除細動が実施された件数

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○全ての医療圏において、全国を下回っており、
峡南医療圏では、実績なし。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○中北、峡東医療圏は、全国を下回っており、峡
南、富士東部医療圏では、実績なし。

人口動態特殊報告
（厚生労働省）

○男女ともに全国平均を下回っている。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を上回っている。
○中北医療圏は、全国を大幅に上回っているが、
峡東、富士東部医療圏は、全国を下回り、峡南医
療圏では、実績なし。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○国の提供データ不足のため現状把握不能。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○中北、峡東医療圏は、全国を下回っており、峡
南、富士東部医療圏では、実績なし。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【糖尿病】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部

1 特定健診受診率
特定健康診査・特定保健指導
に関するデータ（厚労省HP）

Ｈ26 48.6 52.8 ％ ○全国を上回っている。

2 特定保健指導実施率
特定健康診査・特定保健指導
に関するデータ（厚労省HP）

Ｈ26 17.8 23.5 ％ ○全国を上回っている。

3 糖尿病内科（代謝内科）の医師数
医師・歯科医師・薬剤師調査
（厚生労働省）

Ｈ26 4,446 31 24 5 1 1 人

3.3 3.6 5.1 3.5 1.7 0.5 （人口10万対）

4
糖尿病内科（代謝内科）を標榜する
医療機関数

医療施設調査
（厚生労働省）

Ｈ26 402 4 1 2 0 1 施設

0.2 0.5 0.2 1.4 0.0 0.5 （人口10万対）

病院 1,149 11 7 4 0 0 施設

1.0 1.3 1.5 2.8 0.0 0.0 （人口10万対）

5 教育入院を行う医療機関数
日本糖尿病協会日糖協データ
ベース医療情報検索

H27 178 1 施設

3.8 0.1 （人口10万対）

6 糖尿病専門医数 日本糖尿病学会専門医検索 H28 5,270 30 人

4.1 3.5 （人口10万対）

7 腎臓専門医数
腎臓専門医県別人数
（日本腎臓学会HP）

H28 4,804 31 24 2 1 4 人

3.4 3.6 5.1 1.4 1.8 2.2 （人口10万対）

8 糖尿病登録医／療養指導医 糖尿病登録医
糖尿病登録医／療養指導医
の状況（日本糖尿病協会HP）

H29 1,395 2 人

1.1 0.2 （人口10万対）

療養指導医 2,840 21 人

2.2 2.5 （人口10万対）

9 糖尿病療養指導士数 H28 18,294 104 人

14.3 12.2 （人口10万対）

10 糖尿病看護認定看護師数 H28 824 7 人

0.6 0.8 （人口10万対）

11 糖尿病性腎症の管理が可能な医療機関数
診療報酬施設基準
（厚生労働省）

H28 1,572 8 5 2 0 1 施設

1.5 0.9 1.1 1.4 0.0 0.5 （人口10万対）

指標名 二次医療圏

○県全体は、全国を上回っている。
○峡東、富士東部医療圏は、全国を上回ってい
るが、中北医療圏は、下回り、峡南医療圏では、
該当施設なし。

○県全体は、全国を下回っている。
○中北、峡東医療圏は、全国を上回っているが、
峡南、富士東部医療圏では、該当施設なし。

日本看護協会専門看護師・認
定看護師・認定看護管理者 >
認定看護師分野別都道府県
別登録者数一覧

○全国を上回っている。

○県全体は、全国を上回っている。
○中北、峡東医療圏は、全国を上回っているが、
峡南、富士東部医療圏は、下回っている。

一般診療所

○全国を下回っている。

○全国を下回っている。

○県全体では、全国を上回っている。
○中北医療圏は、全国上回っているが、峡東、峡
南、富士・東部医療圏は、下回っている。

○全国を下回っている。

○全国を上回っている。

日本糖尿病療養指導士認定
機構CDEJについて >CDEJが
在籍している施設

○全国を下回っている。

○県全体では、全国を下回っている。
○中北、峡東、富士東部医療圏は、全国を下回っ
ており、峡南医療圏では、該当施設なし。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【糖尿病】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部
指標名 二次医療圏

12 糖尿病足病変の管理が可能な医療機関数
診療報酬施設基準
（厚生労働省）

H28 2,207 21 14 2 0 5 施設

1.9 2.5 3.0 1.4 0.0 2.7 （人口10万対）

13 糖尿病登録歯科医師数
糖尿病登録歯科医師の認定
状況（日本糖尿病協会HP）

H29 3,274 25 人

2.6 2.9 （人口10万対）

14 HbA1ｃ検査の実施件数 H27 56,643,331 405,424 243,604 72,076 24,747 64,997 件

48,280.7 47,390.2 51,737.8 50,942.1 43,942.3 34,784.5 （人口10万対）

15 医療機関・検診で糖尿病と言われた者のうち、治療を受けている者の割合 ○国の提供データ不足のため現状把握不能。

16 尿中アルブミン（定量）検査の実施件数 H27 1,987,668 22,371 13,606 5,048 2,184 1,533 件

1,546.6 2,615.0 2,889.7 3,567.8 3,878.0 820.4 （人口10万対）

17 クレアチニン検査の実施件数 H27 48,175,213 298,941 189,041 40,108 22,070 47,722 件

37,997.5 34,943.3 40,149.5 28,347.7 39,188.9 25,539.5 （人口10万対）

18 精密眼底検査の実施件数 H27 8,681,827 59,868 36,405 8,019 4,377 11,067 件

6,943.8 6,998.0 7,731.9 5,667.7 7,772.1 5,922.7 （人口10万対）

19 血糖自己測定の実施件数 H27 7,179,266 38,962 21,918 5,983 2,863 8,198 件

5763.0 4,554.3 4,655.1 4,228.7 5,083.7 4,387.3 （人口10万対）

20 内服薬の処方件数 H27 57,996,129 393,746 219,601 68,566 26,824 78,755 件

48,546.7 46,025.1 46,640.0 48,461.3 47,630.4 42,147.4 （人口10万対）

21 外来栄養食事指導料の実施件数 H27 1,750,890 9,926 6,828 879 1,379 840 件

1,240.0 1,160.3 1,450.2 621.3 2,448.6 449.5 （人口10万対）

22 糖尿病透析予防指導の実施件数 H27 121,533 1,023 890 17 0 116 件

88.6 119.6 189.0 12.0 0.0 62.1 （人口10万対）

23 在宅インスリン治療件数 H27 9,490,210 54,389 30,427 9,484 3,397 11,081 件

7,803.2 6,357.6 6,462.2 6,703.1 6,031.9 5,930.2 （人口10万対）

○県全体では、全国を上回っている。
○中北、富士東部医療圏は全国を上回っている
が、峡東医療圏は下回っており、峡南医療圏で
は、該当施設なし。

○全国を上回っている。

NDB
ナショナル・データ・ベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○中北、峡東医療圏は、全国を上回っているが、
峡南、富士東部医療圏は、下回っている。

NDB
ナショナル・データ・ベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を上回っている。
○中北、峡東、峡南医療圏は、全国を上回ってい
るが、富士東部医療圏は、下回っている。

NDB
ナショナル・データ・ベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○中北、峡南医療圏は、全国を上回っているが、
峡東、富士東部医療圏は、下回っている。

NDB
ナショナル・データ・ベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を上回っている。
○中北、峡南医療圏は、全国を上回っているが、
峡東、富士東部医療圏は、下回っている。

NDB
ナショナル・データ・ベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○いずれの医療圏も、全国を下回っている。

NDB
ナショナル・データ・ベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○いずれの医療圏も、全国を下回っている。

NDB
ナショナル・データ・ベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○中北、峡南医療圏は、全国を上回っているが、
峡東、富士東部医療圏は、下回っている。

NDB
ナショナル・データ・ベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を上回っている。
○中北医療圏は、全国を上回っているが、峡東、
富士東部医療圏は、下回っており、峡南医療圏で
は、実績なし。

NDB
ナショナル・データ・ベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○いずれの医療圏も、全国を下回っている。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【糖尿病】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部
指標名 二次医療圏

24 糖尿病性腎症に対する人工透析実施件数 H27 1,845,819 13,061 6,650 1,819 1,454 3,138 件

1,493.4 1,526.7 1,412.4 1,285.6 2,581.8 1,679.4 （人口10万対）

25 糖尿病足病変に対する管理 H27 221,653 1,170 881 84 0 205 件

174.3 136.8 187.1 59.4 0.0 109.7 （人口10万対）

26 糖尿病網膜症手術数 H27 116,728 642 409 49 39 145 件

90.8 75.0 86.9 34.6 69.3 77.6 （人口10万対）

27 糖尿病予備群の者の数 ○国の提供データ不足のため現状把握不能。

28 糖尿病が強く疑われる者の数 ○国の提供データ不足のため現状把握不能。

29 新規人工透析導入患者数 H27 45,657 267 170 37 13 47 人

35.8 31.2 36.1 26.2 23.1 25.2 （人口10万対）

30 低血糖患者数 H27 495,636 2,319 1,234 334 333 418 人

422.0 271.1 262.1 236.1 591.3 223.7 （人口10万対）

31 糖尿病性ケトアシドーシス、非ケトン昏睡患者数 H27 194,501 1,315 755 214 113 233 人

156.8 153.7 160.4 151.3 200.6 124.7 （人口10万対）

32 糖尿病年齢調整死亡率 男性 Ｈ27 5.5 7.1 人口10万対 ○全国を上回っている。

女性 2.5 2.3 人口10万対 ○全国を下回っている。

NDB
ナショナル・データ・ベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○いずれの医療圏も、全国を下回っている。

NDB
ナショナル・データ・ベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を上回っている。
○峡南、富士東部医療圏は、全国を上回ってい
るが、中北、峡東医療圏は、下回っている。

NDB
ナショナル・データ・ベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○中北医療圏は、全国を上回っているが、峡東、
富士東部医療圏は、下回っており、峡南医療圏で
は、実績なし。

人口動態特殊報告
（厚生労働省）

NDB
ナショナル・データ・ベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○中北医療圏は、全国を上回っているが、峡東、
峡南、富士東部医療圏は、全国を下回っている。

NDB
ナショナル・データ・ベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○峡南医療圏は、全国を上回っているが、中北、
峡東、富士東部医療圏は、下回っている。

NDB
ナショナル・データ・ベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○中北、峡南医療圏は、全国を上回っているが、
峡東、富士東部医療圏は、下回っている。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【精神疾患】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部

1
身体合併症を診療している精神病床をもつ
病院数

精神科救急・合併症対応施設数
精神科救急医療体制整備事
業報告

H27 18 0 施設

0.0 0.0 （人口１０万対）

精神病床を有する一般病院数
医療施設調査
（厚生労働省）

Ｈ26 1643 11 施設

1.3 1.3 （人口１０万対）

2
精神疾患の受け入れ体制を持つ一般病院
数

精神科を標榜する病院数
医療施設調査
（厚生労働省）

H26 2,748 20 11 5 1 3 施設

2.1 2.3 2.3 3.5 1.7 1.6 （人口１０万対）

精神科を標榜する一般診療所数 3,160 19 14 2 0 3 施設

2.5 2.2 3.0 1.4 0.0 1.6 （人口１０万対）

精神科病院数 1,067 8 5 1 0 2 施設

1.1 0.9 1.1 0.7 0.0 1.1 （人口１０万対）

3
救命救急入院料　精神疾患診断治療
初回加算をとる一般病院数

精神科救急入院料１の届出施設数
診療報酬施設基準
（厚生労働省）

Ｈ28 125 1 1 0 0 0 施設

0.1 0.1 0.2 0.0 0.0 0.0 （人口１０万対）

精神科救急入院料２の届出施設数 3 0 0 0 0 0 施設

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 （人口１０万対）

精神科急性期治療病棟入院料1の届出
施設数

334 2 2 0 0 0 施設

0.3 0.2 0.4 0 0 0 （人口１０万対）

精神科急性期治療病棟入院料２の届出
施設数

13 0 0 0 0 0 施設

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 （人口１０万対）

4 指定通院医療機関数 病院
精神科救急医療体制整備事
業報告

Ｈ28 0.4 0.4 施設
（人口10万対）

○全国並みである。

診療所 0.0 0.0 施設
（人口10万対）

○県内に該当施設なし。

5 深夜・休日に初診後に入院した患者数
精神科救急医療体制整備事
業報告

Ｈ27 431.5 122 人 ○実数のため、単純比較不可。

6  精神科入院患者で重篤な身体合併症の診療を受けた患者数 Ｈ27 56,539 － － 116 0 － 人

49.9 13.6 － 82.0 0.0 － （人口１０万対）

7 精神病床における入院後3、6、12ヶ月時点
の退院率

1年未満入院者の平均退院率 精神保健福祉資料
（国立精神･神経医療研究セン
ター）

Ｈ25
72.0 77.6 ％ ○全国を上回っている

○県内に該当施設なし。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○峡東医療圏は、全国を上回っているが、峡南
医療圏では、該当患者なし。

○県全体では、全国を下回っている。
○中北、富士東部医療圏は、全国並みである
が、峡東医療圏は下回り、峡南医療圏では、該当
施設なし。

○県内に該当施設なし。

○全国並みである。

○県全体では、全国を上回っている。
○中北、峡東医療圏は、全国を上回っているが、
峡南、富士東部医療圏は、下回っている。

○県全体では、全国を下回っている。
○中北医療圏は、全国を上回っているが、峡東、
富士東部医療圏は下回り、峡南医療圏では、該
当施設なし。

指標名 二次医療圏

○県全体では、全国並みである。
○中北医療圏は、全国を上回っているが、峡東、
峡南、富士東部医療圏では、該当施設なし。

○県内に該当施設なし。

○県全体では、全国を下回っている。
○中北医療圏は、全国を上回っているが、峡東、
峡南、富士東部医療圏では、該当施設なし。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【精神疾患】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部
指標名 二次医療圏

8 精神病床における新規入院患者の平均在
院日数

精神及び行動障害退院患者平均在院日
数

患者調査
（厚生労働省）

Ｈ26
291.9 549.2 413.2 1153.7 18.5 321.4 日

○県全体では、全国を上回っている。
○中北、峡東、富士東部医療圏は、全国を上回っ
ているが、峡南医療圏は下回っている。

9 精神病床における退院後3、6、12ヶ月時点
の
再入院率

３ヶ月以内再入院率 精神保健福祉資料
（国立精神･神経医療研究セン
ター）

Ｈ25
17.5 25.6 ％ ○全国を上回っている。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【救急医療】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部

1 運用救急救命士数 H27 26,015 234 人

20.3 27.4 （人口10万対）

2 住民の救急蘇生法の受講率
救急救助の現況
（消防庁） H26 114 99

人
（人口10万

対）
○全国を下回っている。

3 救急車の運用数 H27 6,184 63 台

4.8 7.4 （人口10万対）

4 救急搬送人員数 H26 5,405,917 37,646 人

4,209.0 4,369.2 （人口10万対）

5 H29 7,268 63 台

5.7 7.4 （人口10万対）

4,125 100 台

3.2 11.8 （人口10万対）

64,237 690 台

50.2 81.2 （人口10万対）

31,642 336 台

24.7 39.5 （人口10万対）

H29 1,727 7 台

1.3 0.8 （人口10万対）

2,413 30 台

1.9 3.5 （人口10万対）

39,223 346 台

30.6 40.7 （人口10万対）

22,725 150 台

17.7 17.7 （人口10万対）

救急救助の現況
（消防庁）

○全国を上回っている。

救急救助の現況
（消防庁）

○全国を上回っている。

救急救助の現況
（消防庁）

○全国を上回っている。

AEDの設置台数

設置施設種別区分
　「消防・海保・防衛関係施設」
　「学校・保育施設」
　「その他の不特定多数が利用する公的施
設」

精度Ａ
「点検担当者の配置あり」、「新規登録日または最
終更新日から2年未満」及び「ピンの移動歴あり」

AEDの普及状況
（救急医療財団HP）

○いずれの区分も、全国を上回っている。

精度Ｂ
「点検担当者の配置あり」及び「新規登録日または
最終更新日から2年以上4年未満」または、「点検担
当者の配置あり」、「新規登録日または最終更新日
から4年未満」及び「ピンの移動歴なし」

精度Ｃ
「点検担当者の配置なし」及び「新規登録日または
最終更新日から6年未満」または、「点検担当者の
配置あり」及び「新規登録日または最終更新日から
4年以上6年未満」

精度Ｄ
「新規登録日または最終更新日から6年以上経過」

AEDの設置台数

設置施設種別区分
　「医療施設」
　「介護、福祉施設」

精度Ａ
AEDの普及状況
（救急医療財団HP）

○精度Ａは、全国を下回っている。
○精度Ｂ，Ｃは、上回っている。
○精度Ｄは、全国並みである。

精度Ｂ

精度Ｃ

精度Ｄ

指標名 二次医療圏
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【救急医療】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部
指標名 二次医療圏

H29 184 0 台

0.1 0.0 （人口10万対）

146 1 台

0.1 0.1 （人口10万対）

3,101 16 台

2.4 1.9 （人口10万対）

1,918 14 台

1.5 1.6 （人口10万対）

H29 1,719 11 台

1.3 1.3 （人口10万対）

1,412 32 台

1.1 3.8 （人口10万対）

33,072 353 台

25.8 41.5 （人口10万対）

15,429 142 台

12.0 16.7 （人口10万対）

H29 94 3 台

0.1 0.4 （人口10万対）

154 5 台

0.1 0.6 （人口10万対）

2,564 82 台

2.0 9.6 （人口10万対）

1,746 35 台

1.4 4.1 （人口10万対）

AEDの設置台数

設置施設種別区分
　「公共交通機関」

精度Ａ
AEDの普及状況
（救急医療財団HP）

○精度Ａ、Ｃは、全国を下回っている。
○精度Ｂは、全国並みである。
○精度Ｄは、全国を下回っている。

精度Ｂ

精度Ｃ

精度Ｄ

AEDの設置台数

設置施設種別区分
　「体育・スポーツ施設」
　「公園・文教・娯楽施設」
　「商業施設」
　「その他の不特定多数が利用する民間施
設」

精度Ａ
AEDの普及状況
（救急医療財団HP）

○精度Ａは、全国並みである。
○精度Ｂ、Ｃ、Ｄは、全国を上回っている。

精度Ｂ

精度Ｃ

精度Ｄ

AEDの設置台数

設置施設種別区分
　「宿泊施設」

精度Ａ
AEDの普及状況
（救急医療財団HP）

○いずれの区分も全国を上回っている。

精度Ｂ

精度Ｃ

精度Ｄ
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【救急医療】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部
指標名 二次医療圏

H29 1,654 21 台

1.3 2.5 （人口10万対）

2,160 45 台

1.7 5.3 （人口10万対）

47,812 461 台

37.3 54.2 （人口10万対）

15,505 114 台

12.1 13.4 （人口10万対）

H29 44 1 台

0.0 0.1 （人口10万対）

109 3 台

0.1 0.4 （人口10万対）

3,587 24 台

2.8 2.8 （人口10万対）

1,065 3 台

0.8 0.4 （人口10万対）

H29 172 7 台

0.1 0.8 （人口10万対）

62 0 台

0.0 0.0 （人口10万対）

2,630 38 台

2.1 4.5 （人口10万対）

1,502 24 台

1.2 2.8 （人口10万対）

AEDの設置台数

設置施設種別区分
　「会社・事業所」

精度Ａ
AEDの普及状況
（救急医療財団HP）

○いずれの区分も、全国を上回っている。

精度Ｂ

精度Ｃ

精度Ｄ

AEDの普及状況
（救急医療財団HP）

○精度Ａ，Ｂは、全国を上回っている。
○精度Ｃは、全国並みである。
○精度Dは、全国を下回っている。

精度Ｂ

精度Ｃ

精度Ｄ

AEDの設置台数

設置施設種別区分
　「設置場所を限定していない」「その他」

精度Ａ
AEDの普及状況
（救急医療財団HP）

○精度Ａ，Ｃ、Ｄは全国を上回っている。
○精度Ｂは、全国並みである。

精度Ｂ

精度Ｃ

精度Ｄ

AEDの設置台数

設置施設種別区分
　「集合住宅」「自宅・自家用車内」

精度Ａ

資料編２－18



＜巻末データ＞ 現状の把握 【救急医療】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部
指標名 二次医療圏

6 救急担当専任医師数・看護師数 専任医師数 H27 2,980 8 人

2.3 0.9 （人口10万対）

専任看護師数 18,758 40 人

14.6 4.7 （人口10万対）

7 救命救急センター数
医療施設調査
（厚生労働省）

H26 284 1 1 0 0 0 施設

救急医療体制調査 H28 0.2 0.1 0.2 0.0 0.0 0.0 （人口10万対）

8 特定集中治療室のある医療機関数 施設数
医療施設調査
（厚生労働省）

H26 781 3 2 0 0 1 施設

0.6 0.3 0.4 0.0 0.0 0.5 （人口10万対）

病床数 6,556 20 16 0 0 4 床

4.9 2.3 3.4 0.0 0.0 2.1 （人口10万対）

9 ２次救急医療機関数 救急医療体制調査 H28 2,733 31 施設

2.1 3.6 （人口10万対）

10 初期救急医療施設数
医療施設調査
（厚生労働省）

H26 1,376 14 10 2 2 0 施設

1.4 1.6 2.1 1.4 3.5 0 （人口10万対）

11 一般診療所の初期救急医療への参画率
医療施設調査
（厚生労働省）

H26 21.7 43.6 46.8 43.7 30.6 38.7 ％
○県全体では、全国を上回っている。
○すべての医療圏で、全国を上回っている。

12 転棟・転院調整をする者を常時配置している救命救急センターの数 H28 136 0 施設

0.1 0.0 （人口10万対）

13
救急救助の現況
（消防庁）

H26 35.4 15.0 件 ○実数のため分析不能。

14 救急車の受入件数
救命救急センターを設置する病院の年間
受入救急車搬送人員数

H28 1,363,837 3,399 件

1,064.9 400.0 （人口10万対）

15  救急要請（覚知）から救急医療機関への搬送までに要した平均時間
救急救助の現況
（消防庁）

H26 39.4 38.8 分 ○全国を下回っている。

心肺機能停止傷病者（心肺停止患者）全搬送人員のうち、一般市民により除細動が実施された件数

○施設数、病床数とも、県全体では、全国を下
回っている。
○中北、富士東部医療圏は、全国を下回ってお
り、峡東、峡南医療圏では、該当施設なし。

救命救急センターの評価結果
（厚生労働省HP）

○医師数、看護師数とも、全国を下回っている。

○県全体では、全国を下回っている。
○中北医療圏では、全国並みであるが、他の医
療圏では、該当施設なし。

○県全体では、全国を上回っている。
○中北、峡南医療圏は、全国を上回っており、峡
東医療圏は全国並み。富士東部医療圏では、該
当施設なし。

救命救急センターの評価結果
（厚生労働省HP）

○県内に該当する施設は無し。

救命救急センターの評価結果
（厚生労働省HP）

○全国を下回っている。

○全国を上回っている。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【救急医療】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部
指標名 二次医療圏

16 受入困難事例の件数 現場滞在時間が３0分以上の件数 H26 500 146 件

現場滞在時間が３0分以上の件数の割合 5.3 4.1 ％

医療機関に４回以上受入れの照会を行っ
た件数

300.3 144 件

医療機関に４回以上受入れの照会を行っ
た件数の割合

3.2 4.0 ％

17 都道府県調査 H28 1.5 2 回 ○全国を上回っている。

18 救命救急センター充実段階評価Aの割合
救命救急センターの評価結果
（厚生労働省HP）

H27 99.6 100 ％ ○全国を上回っている。

19 緊急入院患者における退院調整・支援の実施件数 H27 8,808 50 50 0 0 0 件

5.4 5.8 10.6 0.0 0.0 0.0 （人口10万対）

20
心肺機能停止傷病者（心肺停止患者）の
一ヶ月後の予後

１ヵ月後生存率 H26 12.2 10.1 ％

１ヵ月後社会復帰率 7.8 5.1 ％

２次救急医療機関等の救急医療機関やかかりつけ医、介護施設等の関係機関が
参加したメディカルコントロール協議会の開催回数

○全国を下回っている。

○全国を上回っている。

救急業務のあり方に関する検
討会
（消防庁）

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を上回っている。
○中北医療圏は、全国を上回っているが、他の
医療圏では、実施なし。

救急救助の現況
（消防庁） ○生存率、復帰率ともに、全国を下回っている。

資料編２－20



＜巻末データ＞ 現状の把握 【災害医療】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部

1 病院の耐震化率 災害時に拠点となる病院 都道府県調査 H28 87.6 88.9 施設 ○全国を上回っている。

災害時に拠点となる病院以外の病院 71.5 81.7 施設 ○全国を上回っている。

2 災害拠点病院における業務継続計画の策定率 都道府県調査 H28 38.5 22.2 ％ ○全国を下回っている。

3 災害拠点病院以外の病院における業務継続計画の策定率 都道府県調査 H29 7.9 27.5 ％ ○全国を上回っている。

4 複数の災害時の通信手段の確保率 都道府県調査 H28 82.7 66.7 ％ ○全国を下回っている。

5 多数傷病者に対応可能なスペースを有する災害拠点病院の割合 都道府県調査 H28 70.9 66.7 ％ ○全国を下回っている。

6 広域災害・救急医療情報システム（ＥＭＩＳ）への登録率 都道府県調査 H29 93.7 100.0 ％ ○全国を上回っている。

7 医療活動相互応援態勢に関わる応援協定等を締結している都道府県数 都道府県調査 H29 185 5 件 ○実数のため、単純比較不可。

8 都道府県調査 H29 11,443 193 人

9.0 22.7 （人口10万対）

DMAT登録者数 9,668 171 人

チーム数 1,615 24 チーム

9
EMISの操作を含む研修・訓練を
実施している病院の割合

EMISの操作を含む研修・訓練を
実施している病院の割合

都道府県調査 H29 27.9 100.0 ％ ○全国を上回っている。

操作担当者の指定をしている病院の割合 H28 99.2 100.0 ％ ○全国を上回っている。

研修・訓練の実施を実施している病院の
割合

98.2 100.0 ％ ○全国を上回っている。

10 都道府県調査 H29 75 3 回 ○実数のため、単純比較不可。

11 都道府県調査 H29 66 0 回 ○実数のため、単純比較不可。

12 都道府県調査 H29 28 1 回 ○実数のため、単純比較不可。

指標名 二次医療圏

災害時の医療チーム等の受入を想定し、都道府県災害対策本部、都道府県医療本部
で関係機関（消防、警察等）、公共輸送機関等との連携の確認を行う災害訓練の実施
回数

災害時の医療チーム等の受入を想定し、関係機関・団体等と連携の上、保健所管轄区
域や市町村単位等で地域災害医療対策会議のコーディネート機能の確認を行う災害
訓練の実施回数

広域医療搬送を想定し、都道府県災害対策本部、都道府県医療本部で関係機関（消
防、警察等）、公共輸送機関等との連携の確認を行う災害訓練の実施箇所数及び回数

ＤＭＡＴ、ＤＰＡＴ等の緊急医療チーム数
及びチームを構成する医療従事者数

DMATの研修を終了した隊員数 ○全国を上回っている。

○実数のため、単純比較不可。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【へき地医療】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部

1 へき地診療所数・病床数 診療所数 へき地医療現況調査 H28 0.8 1.2 施設
（人口10万対）

○全国を上回っている。

病床数 1.2 1.1 床
（人口10万対）

○全国を下回っている。

2 へき地における歯科診療所数 へき地医療現況調査 H28 0.0 0.0 施設
（人口10万対）

○県内に、該当施設なし。

3 過疎地域等特定診療所数 へき地医療現況調査 H28 0.1 0.1 施設
（人口10万対）

○全国並みである。

4 へき地診療所の医師数 常勤医師数 へき地医療現況調査 H28 0.5 0.7 人
（人口10万対）

非常勤医師数 0.9 1.4 人
（人口10万対）

5
へき地における医師以外の医療従事者数
（歯科医師、看護師、薬剤師等）

常勤歯科医師数 へき地医療現況調査 H28 0.0 0.0 人
（人口10万対）

○県内に、該当歯科医師なし。

非常勤歯科医師数 0.0 0.0 人
（人口10万対）

○県内に、該当歯科医師なし。

常勤看護師数 1.4 1.1 人
（人口10万対）

○全国を下回っている。

非常勤看護師 0.8 0.5 人
（人口10万対）

○全国を下回っている。

常勤薬剤師数 0.7 0.0 人
（人口10万対）

○県内に、該当薬剤師なし。

非常勤薬剤師数 0.3 0.1 人
（人口10万対）

○全国を下回っている。

6 へき地医療拠点病院数 へき地医療現況調査 H28 0.2 0.5 施設
（人口10万対）

○全国を上回っている。

7  へき地医療に関して一定の実績を有するものとして認定を受けた社会医療法人数 へき地医療現況調査 H28 0.1 0.0 法人
（人口10万対）

○県内に、該当法人なし。

8 へき地医療支援機構の数 へき地医療現況調査 H28 40 0 施設
（人口10万対）

○実数のため、単純比較不可。

9 へき地医療支援機構の専任・併任担当官数 へき地医療現況調査 H28 0.0 0.0 人
（人口10万対）

○県内に、該当担当官なし。

10 へき地医療に従事する地域枠医師数 へき地医療現況調査 H28 0.4 0.0 人
（人口10万対）

○県内に、該当医師なし。

11 へき地における診療・巡回診療の実施日数 へき地医療現況調査 H28 1.8 0.0 日
（人口10万対）

○県内に、実績なし。

12
へき地における訪問診療（歯科を含む）
・訪問看護の実施日数

訪問診療（歯科を含む） へき地医療現況調査 H28 37.7 7.1 日
（人口10万対）

○全国を下回っている。

訪問看護 29.5 0.0 日
（人口10万対）

○県内に、実績なし。

13
へき地保健指導所の保健活動日数
及び対象者数

保健活動日数 へき地医療現況調査 H28 4.6 0.0 日
（人口10万対）

○県内に、実績なし。

対象者数 19.1 0.0 人
（人口10万対）

○県内に、該当者なし。

指標名 二次医療圏

○いずれも全国を上回っている。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【へき地医療】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部
指標名 二次医療圏

14
へき地医療拠点病院からへき地への
巡回診療実施回数・日数・延べ受診患者数

巡回診療実施回数 へき地医療現況調査 H28 4.1 37.9 回
（人口10万対）

巡回診療日数 3.1 19.7 日
（人口10万対）

巡回診療延べ受診患者数 20.4 124.7 人
（人口10万対）

15
へき地医療拠点病院からへき地への
医師派遣実施回数・延べ派遣日数

医師派遣実施回数 へき地医療現況調査 H28 12.2 51.3 回
（人口10万対）

医師派遣延べ派遣日数 10.4 25.7 日
（人口10万対）

16
へき地医療拠点病院からへき地への
代診医派遣実施回数・延べ派遣日数

代診医師派遣実施回数 へき地医療現況調査 H28 3.3 0.0 回
（人口10万対）

代診医派遣延べ派遣日数 3.2 0.0 日
（人口10万対）

17  遠隔医療等ICTを活用した診療支援の実施状況 へき地医療現況調査 H28 0.1 0.0 件
（人口10万対）

○県内に、実績なし。

18 協議会の開催回数 へき地医療現況調査 H28 0.1 － 回
（人口10万対）

○国の提供データ不足のため現状把握不能。

19 へき地医療現況調査 H28 0.0 － 回
（人口10万対）

○国の提供データ不足のため現状把握不能。
協議会等におけるへき地の医療従事者（医師、歯科医師、看護師、薬剤師等）
確保の検討回数

○いずれも全国を上回っている。

○いずれも県内に、該当なし。

○いずれも全国を上回っている。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【周産期医療】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 分析

中北 峡東 峡南 富士・東部

1 産科・産婦人科・婦人科医師数 人口10万対
医師・歯科医師・薬剤師調査
（厚生労働省）

H26 30.2 24.0 49 4 0 19 人

42.6 42.2 50.7 14.4 0.0 51.5
（15～49歳

女性10万対）

出産千対 11.2 11.8 13.9 4.1 0.0 14.5
人

（出生千対）

○県全体では、全国を上回っている。
○中北、富士東部医療圏では、全国を上回って
いるが、峡東医療圏は下回り、峡南医療圏では、
該当医師なし。

2 分娩を取扱う医師数 一般診療所
医療施設調査
（厚生労働省）

H26 7.3 5.7 6.3 5.0 0 0 人

9.2 6.6 6.5 18.0 0.0 0.0
（15～49歳

女性10万対）

病院 18.4 25.2 41.4 0 0 9.0 人

24.9 29.5 42.8 0.0 0.0 24.4
（15～49歳

女性10万対）

3 日本周産期・新生児医学会専門医数 新生児専門医数 日本周産期・新生児医学会 H28 0.5 0.6
人

（人口10万対）

母体・胎児専門医数 2.5 3.6
人

（人口10万対）

4 助産師数 一般診療所
医療施設調査
（厚生労働省）

H26 16.9 7.2 7.5 7 0 0 人

20.5 8.5 7.8 25.1 0.0 0.0
（15～49歳

女性10万対）

病院 54.4 74.5 109.1 0 0 40 人

74.1 87.4 112.9 0.0 0.0 108.5
（15～49歳

女性10万対）

就業助産師数 衛生行政報告例 722.5 232 人

125.7 135.9 （人口10万対）

5 分娩を取扱う医療機関の種別 病院
医療施設調査
（厚生労働省）

H26 3.2 3.5 5 0 0 2 施設

4.8 4.1 5.2 0.0 0.0 5.4
（15～49歳

女性10万対）

一般診療所 4.4 3.5 5 2 0 0 施設

6.0 4.1 5.2 7.2 0.0 0.0
（15～49歳

女性10万対）

二次医療圏指標名

○県全体では、全国を下回っている。
○峡東医療圏では、全国を上回っており、中北医
療圏では、下回り、峡南、富士東部医療圏では、
該当医師なし。

○県全体では、全国を上回っている。
○中北医療圏では、全国を上回っているが、富士
東部医療圏は、下回り、峡東、峡南医療圏では、
該当医師なし。

○県全体では、全国を下回っている。
○峡東圏域では、全国を上回っているが、中北医
療圏では、下回り、峡南、富士東部医療圏では、
該当助産師なし。

○県全体では、全国を上回っている。
○中北、富士東部医療圏では、全国を上回って
いるが、峡東、峡南医療圏では、該当助産師な
し。

○県全体では、全国を下回っている。
○中北、富士東部医療圏では、全国を上回って
いるが、峡東医療圏は下回り、峡南医療圏では、
該当医師なし。

○全国を上回っている

○いずれも全国を上回っている。

○県全体では、全国を下回っている。
○中北、富士東部圏域では、全国を上回っている
が、峡東、峡南医療圏では、該当施設なし。

○県全体では、全国を下回っている。
○峡東医圏域では、全国を上回っているが、中北
医療圏では、下回り、峡南、富士東部医療圏で
は、該当施設なし。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【周産期医療】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 分析

中北 峡東 峡南 富士・東部

二次医療圏指標名

6 NICUを有する病院数・病床数 病院数（人口10万対）
医療施設調査
（厚生労働省）

H26 0.3 0.6 0.8 0.0 0.0 0.5
施設

（人口10万対）

病院数（出生千対） 0.4 0.8 1.1 0.0 0.0 0.8
施設

（出生千対）

病床数（人口10万対） 2.4 3.5 5.7 0.0 0.0 1.6
床

（人口10万対）

病床数（出生千対） 3.2 4.9 7.7 0.0 0.0 2.3
床

（出生千対）

7 NICU専任医師数 常勤 周産期医療体制調 H26 35.3 30 人

1.3 3.5 （人口１０万人）

非常勤 30.1 19.9 人

1.1 2.3 （人口１０万人）

8 ＧCUを有する病院数・病床数 病院数（人口10万対）
医療施設調査
（厚生労働省）

H26 0.2 0.3 0.6 0.0 0.0 0.0
施設

（人口10万対）

病院数（出生千対） 0.3 0.5 0.9 0.0 0.0 0.0
施設

（出生千対）

病床数（人口10万対） 3.1 4.9 8.9 0.0 0.0 0.0
床

（人口10万対）

病床数（出生千対） 4.1 6.9 11.9 0.0 0.0 0.0
床

（出生千対）

9 病院数（人口10万対）
医療施設調査
（厚生労働省）

H26 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
施設

（人口10万対）

病院数（出生千対） 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
施設

（出生千対）

病床数（人口10万対） 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
床

（人口10万対）

病院数（出生千対） 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
床

（出生千対）

10 ハイリスク分娩管理加算届出医療機関数
診療報酬施設基準
（厚生労働省）

H28 1.9 1.8 5 0 0 2 施設

3.2 4.3 5.3 0.0 0.0 5.7 （人口10万対）

11 分娩数 病院 医療施設調査
（厚生労働省） H26 178.5 189.8 221.5 0.0 0.0 298.4

件
（15～49歳

女性10万対）

○県全体では、全国を上回っている。
○中北、富士東部医圏域では、全国を上回って
いるが、峡東、峡南医療圏では、実績なし。

一般診療所
167.2 117.2 150.1 197.5 0.0 0.0

件
（15～49歳

女性10万対）

○県全体では、全国を下回っている。
○峡東医圏域では、全国を上回っているが、中北
医療圏では、下回り、峡東、峡南医療圏では、実
績なし。

12 産後訪問指導実施数 地域保健・健康増進事業報告 H27 46,495.2 16,445.0 件

1,704.2 1,922.3 （人口１０万人）

○県全体では、全国を上回っている。
○中北、富士東部峡東医圏域では、全国を上
回っているが、峡東、峡南医療圏では、該当施設
なし。

○県全体では、全国を上回っている。
○中北医圏域では、全国を上回っているが、富士
東部医療圏では、下回り、峡東、峡南医療圏で
は、該当病床なし。

MFICUを有する病院数・病床数

○県内に、該当施設なし。

○県全体では、全国を上回っている。
○中北、富士東部医圏域では、全国を上回って
いるが、峡東、峡南医療圏では、該当施設なし。

○全国を上回っている。

○全国を上回っている。

○県全体では、全国を上回っている。
○中北医圏域では、全国を上回っているが、峡
東、峡南、富士東部医療圏では、該当施設なし。

○県全体では、全国を上回っている。
○中北医圏域では、全国を上回っているが、峡
東、峡南、富士東部医療圏では、該当病床なし。

○全国を上回っている。

資料編２－25



＜巻末データ＞ 現状の把握 【周産期医療】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 分析

中北 峡東 峡南 富士・東部

二次医療圏指標名

13 周産期母子医療センターで取り扱う分娩数 周産期医療体制調 H26 4,850.1 3,496.0 件

843.6 2,048.2 （人口１０万人）

14 NICU入室児数 病院（人口10万対）
医療施設調査
（厚生労働省）

H26 55.4 77.9 123.7 0.0 0.0 45.6
人

（人口10万対）

病院（出生千対） 72.9 110.7 166.7 0.0 0.0 66.0
人

（出生千対）

15 新生児死亡率
人口動態調査
（厚生労働省）

H27 0.9 0.7
率

（出生千対）
○全国を下回っている。

16 周産期死亡率
人口動態調査
（厚生労働省）

H27 3.7 2.8
率

（出生千対）
○全国を下回っている。

17 妊産婦死亡数・死亡原因 妊産婦死亡数
人口動態調査
（厚生労働省）

2 ‐ 人

0.1 ‐ （人口１０万人）

18 NICU・GCU長期入院児数 周産期医療体制調 H26 13.1 10 人

2.3 5.9 （人口１０万人）

○全国を上回っている。

H27 ○国の提供データ不足により、現状把握不可。

○全国を上回っている。

○県全体では、全国を上回っている。
○中北医圏域では、全国を上回っているが、富士
東部医療圏では、下回り、峡東、峡南医療圏で
は、該当児なし。

資料編２－26



＜巻末データ＞ 現状の把握 【小児医療】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部

1 小児救急電話相談の回線数・相談件数 回線数  都道府県調査 H27 0.6 0.9 回線
（人口10万対）

相談件数 4,566.4 10,994.7 件
（人口10万対）

2 小児に対応している訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ数
介護ｻｰﾋﾞｽ施設・事業所調査
（厚生労働省）

Ｈ25 371 2 施設

2.0 1.8 （人口10万対）

3 小児科を標榜する病院・診療所数
医療施設調査
（厚生労働省）

Ｈ26 5,550 31 20 4 1 6 施設

33.1 28.3 31.8 22.0 17.9 26.3 （小児10万対）

病院 2,682 28 12 7 4 5 施設

16.1 25.6 19.1 38.4 71.5 21.9 （小児10万対）

4 小児歯科を標榜する歯科診療所数
医療施設調査
（厚生労働省）

Ｈ26 255.8 189.9 施設
（小児10万対）

○全国を下回っている。

5 小児科医師数（医療機関種別）
医療施設調査
（厚生労働省）

Ｈ26 7,130.1 40.5 24.6 4.0 1.0 10.9 人

41.6 37.0 39.1 22.0 17.9 47.8 （小児10万対）

病院 10,734.2 98.0 66.0 10.1 3.7 18.2 人

66.5 89.5 104.9 55.4 66.1 79.9 （小児10万対）

6
夜間・休日の小児科診療を実施している
医療機関数

地域連携小児夜間･休日診療料1の届出
施設数

 診療報酬施設基準
（厚生労働省） H28 291 2 1 0 0 1 施設

2.2 1.9 1.6 0.0 0.0 4.6 （小児10万対）

地域連携小児夜間･休日診療料2の届出
施設数

75 0 0 0 0 0 施設

0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 （小児10万対）

7 PICUを有する病院数・PICU病床数 病院数
医療施設調査
（厚生労働省）

Ｈ26 41 0 0 0 0 0 施設

0.1以下 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 （人口10万対）

病床数 256 0 0 0 0 0 床

0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 （人口10万対）

8 小児在宅人工呼吸器患者数 H27 29,966 96 85 0 0 11 人

172.6 89.6 137.4 0.0 0.0 49.5 （人口10万対）

○県全体では、全国を上回っている。
○中北、富士・東部医療圏は、全国を上回ってい
るが、峡東、峡南医療圏は、下回っている。

○県全体で、該当施設、病床なし。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○中北、富士・東部医療圏は、全国を下回ってお
り、峡東、峡南医療圏では、該当患者なし。

○県全体では、全国を下回っている。
○富士・東部医療圏は、全国を上回っているが、
中北医療圏は、下回り、峡東、峡南医療圏では、
該当施設なし。

○県全体で、該当施設なし。

指標名 二次医療圏

○県全体では、全国を下回っている。
○すべての医療圏において、全国を下回ってい
る。

○県全体では、全国を上回っている。
○すべての医療圏において、全国を上回ってい
る。

○県全体では、全国を下回っている。
○富士・東部医療圏は、全国を上回っているが、
中北、峡東、峡南医療圏は、下回っている。

○いずれも全国を上回っている。

○全国を下回っている。

一般診療所

一般診療所
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【小児医療】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部
指標名 二次医療圏

9 緊急気管挿管を要した患者数 Ｈ27 12,348 － 116 0 0 - 人

65.9 108.2 187.5 0.0 0.0 - （人口10万対）

10
小児救急搬送症例のうち受入困難事例の
件数

医療機関に受入の照会を行った回数が
４回以上の件数

Ｈ27 52.0 85.9 件
（人口10万対）

現場滞在時間が30分以上の件数 73.0 80.3 件
（人口10万対）

11 特別児童扶養手当受給者数
福祉行政報告例
（厚生労働省）

H27 4,782.8 1,349 人

障害児福祉手当受給者数 1,395.6 400 人

身体障害者手帳交付台帳登載数
１８歳未満

2,212.1 587 人

12 救急入院患者数 Ｈ27 57,875 122 93 15 0 14 人

51.3 14.3 19.8 10.6 0.0 7.5 （人口10万対）

13 小児人口あたり時間外外来受診回数 0～15歳未満 Ｈ27 2,671,716 8,248 4,627 1,914 152 1,555 回

14,795.0 7,696.8 7,479.2 10,808.7 2,823.2 7,003.2 （人口10万対）

6歳未満 － 6,405 3,476 1,648 75 1,206 回

－ － － － － － （人口10万対）

14 乳児死亡率
 人口動態調査
（厚生労働省） Ｈ27 1.9 2.0 ％ ○全国を上回っている。

15
幼児、小児死亡数・死亡原因・
発生場所・死亡場所

小児死亡数（０～４歳）
 人口動態調査
（厚生労働省）

Ｈ27 － 16 12 1 0 3 人

小児死亡数（５～９歳） － 3 0 1 1 1 人

小児死亡数（１０～１４歳） － 1 1 0 0 0 人

小児死亡場所（病院） － 16 人

小児死亡場所（自宅） － 3 人

小児死亡場所（その他） － 1 人

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を上回っている。
○中北医療圏は、全国を上回っており、峡東、峡
南医療圏では、該当患者なし。

救急搬送における医療機関の
受入状況等実態調査
（消防庁）

○いずれも全国を上回っている。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○いずれの医療圏でも、全国より下回っている。

○実数のため分析不能

○実数のため分析不能。

特別児童扶養手当数、児童育成手当（障害
手当）数、障害児福祉手当交付数、身体障
害者手帳交付数（18歳未満） ○実数のため分析不能。

NDB
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
○中北、峡東、富士東部医療圏は、全国を下回っ
ており、峡南医療圏では、該当患者なし。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【在宅医療】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部

1 退院支援担当者を配置している診療所・病院数 一般診療所
医療施設調査
（厚生労働省） H26 584 2 1 0 0 1 施設

0.46 0.23 0.21 0.0 0.0 0.54 （人口10万対

病院
医療施設調査
（厚生労働省） H26 3,592 20 11 3 3 3 施設

2.80 2.34 2.34 2.12 5.33 1.61 （人口10万対

2 退院支援を実施している診療所・病院数
退院調整加算（退院時１回）を算定した
医療機関数 H27 3,400 18 12 3 - 3 施設

2.65 2.12 2.56 2.14 - 1.62 （人口10万対

3
介護支援連携指導を実施している
診療所・病院数

介護支援連携指導料を算定した医療機関数 H27 4,691 39 19 9 5 6 施設

3.66 4.59 4.05 6.41 9.06 3.24 （人口10万対

4 退院時共同指導を実施している診療所・病院数 退院時共同指導料２を算定した医療機関数 H27 1,840 8 5 0 - 3 施設

1.44 0.94 1.07 0 - 1.62 （人口10万対

5 退院支援（退院調整）を受けた患者数 退院調整加算（退院時１回）の算定件数 H27 1,262,618 3,757 2,349 356 492 560 人

985.91 442.11 500.7 253.68 891.95 302.47 （人口10万対

退院調整加算（特定地域）の算定件数 H27 90 - 0 0 - 0 人

0.07 - 0.0 0.0 - 0.0 （人口10万対

6 介護支援連携指導を受けた患者数 介護支援連携指導料の算定件数 H27 308,238 1828 820 466 190 352 人

240.69 215.11 174.79 332.06 344.45 190.12 （人口10万対

7 退院時共同指導を受けた患者数 退院時共同指導料２の算定件数 H27 35,708 138 119 0 - 19 人

27.88 16.24 25.37 0 - 10.26 （人口10万対

8 訪問診療を実施している診療所・病院数
在宅患者訪問診療料（１日につき）を算定した
医療機関数 H27 27,789 140 77 28 9 26 施設

21.70 16.47 16.41 19.95 16.32 14.04 （人口10万対

指標名 二次医療圏

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○国の提供データ不足のため現状把握不能。

○県全体では、全国を下回っている。

○県全体では、全国を下回っている。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を上回っている。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【在宅医療】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部

指標名 二次医療圏

9 在宅療養支援診療所・病院数、医師数 在宅療養支援診療所の届出施設数
診療報酬施設基準
（厚生労働省） H28 14,683 62 37 15 0 10 施設

11.47 7.30 7.89 10.69 0.0 5.40 （人口10万対

在宅療養支援診療所の病床数 H28 29,573 152 113 0 0 39 床

23.09 17.89 24.09 0.0 0.0 21.06 （人口10万対

在宅療養支援病院の届出施設数
診療報酬施設基準
（厚生労働省） H28 1,109 6 2 2 2 0 施設

0.87 0.71 0.43 1.43 3.63 0.0 （人口10万対

在宅療養支援病院の病床数 H28 112,886 469 214 129 126 0 床

88.15 55.19 45.61 91.92 228.43 0.0 （人口10万対

10 訪問看護事業所数、従事者数
訪問看護事業所数
(病院、診療所の訪問看護も含む)

介護給付費実態調査
（厚生労働省） H27 10,126 54 施設

7.91 6.35 （人口10万対

訪問看護ステーションの従業員数
介護サービス施設・事業所調査
（厚生労働省） H27 50,696.4 300.9 193 50.8 20.5 36.6 人

39.59 35.41 41.14 36.20 37.16 19.77 （人口10万対

訪問看護事業所数(医療機関数) H27 6,706 36 21 8 0 7 施設

5.24 4.24 4.48 5.7 0.0 3.78 （人口10万対

訪問看護事業所数（15歳未満）(医療機関数) H27 47.0 - - 0 0 0 施設

0.04 - - 0.0 0.0 0.0 （人口10万対

訪問看護事業所数
介護ＤＢ
（厚生労働省） H27 11,000 58 32 10 7 9 施設

8.59 6.83 6.82 7.13 12.69 4.86 （人口10万対

11
小児の訪問看護を実施している
訪問看護事業所数

15歳未満の利用者に対し訪問看護を
実施している事業所数 H25 371 2 2 0 0 0 施設

0.29 0.23 0.42 0.0 0.0 0.0 （人口10万対

12 歯科訪問診療を実施している診療所
居宅へ歯科訪問診療を実施している
診療所数 H26 9,483 52 30 11 4 7 施設

7.40 6.08 6.37 7.77 7.1 3.75 （人口10万対

施設へ歯科訪問診療を実施している
診療所数

医療施設調査
（厚生労働省） H26 9,383 64 29 16 5 14 施設

7.32 7.48 6.16 11.31 8.88 7.49 （人口10万対

医療施設調査
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。

○県全体では、全国を上回っている。

○県全体では、全国を下回っている。

○県全体では、全国を下回っている。

○県全体では、全国を下回っている。

介護サービス施設・事業所調査
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。

○県全体では、全国を下回っている。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○国の提供データ不足のため現状把握不能。

○県全体では、全国を下回っている。

○県全体では、全国を下回っている。

○県全体では、全国を下回っている。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【在宅医療】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部

指標名 二次医療圏

13 在宅療養支援歯科診療所数 在宅療養支援歯科診療所の届出施設数
診療報酬施設基準
（厚生労働省） H28 6,140 34 15 9 2 8 施設

4.79 4.00 3.20 6.41 3.63 4.32 （人口10万対

14 訪問薬剤指導を実施する薬局・診療所・病院数
訪問薬剤指導を実施する診療所、病院数
(医療機関数) H27 60 - 0 - 0 0 施設

0.05 - 0.0 - 0.0 0.0 （人口10万対

訪問薬剤指導を実施する薬局数
(医療機関数) H27 6,317 39 23 7 - 9 施設

4.93 4.59 4.9 4.99 - 4.86 （人口10万対

訪問薬剤指導を実施する事業所数
介護ＤＢ
（厚生労働省） H27 17,885 83 52 17 3 11 施設

13.97 9.77 11.08 12.11 5.44 5.94 （人口10万対

15 訪問診療を受けた患者数 在宅患者訪問診療算定件数 H27 7,325,943 29,797 15,698 8,389 1,550 4,160 人

5720.43 3506.42 3346.07 5977.84 2810.01 2246.92 （人口10万対

16 訪問看護利用者数
診療報酬（医療機関）が算定された訪問看護
利用者数（精神以外） H27 167,478 338 225 102 0 11 人

130.77 39.77 47.96 72.68 0.0 5.94 （人口10万対

診療報酬（医療機関）が算定された訪問看護
利用者数（精神以外）（15歳未満） H27 1,194 0 0 0 0 0 人

0.93 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 （人口10万対

診療報酬（医療機関）が算定された訪問看護
利用者数（精神） H27 439,206 4,552 3162 758 0 632 人

342.95 535.67 673.99 540.14 0.0 341.36 （人口10万対

診療報酬（医療機関）が算定された訪問看護
利用者数（精神）（15歳未満） H27 404 - - 0 0 0 人

0.32 - - 0.0 0.0 0.0 （人口10万対

介護報酬が算定された訪問看護利用者数
介護ＤＢ
（厚生労働省） H27 6,393,922 36,557 21839 6272 2551 5895 人

4992.67 4301.92 4655.04 4469.31 4624.73 3184.04 （人口10万対

○県全体では、全国を下回っている。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を上回っている。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○国の提供データ不足のため現状把握不能。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○本県には該当なし。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。

○県全体では、全国を下回っている。

○県全体では、全国を下回っている。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○国の提供データ不足のため現状把握不能。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【在宅医療】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部

指標名 二次医療圏

17 訪問薬剤管理指導を受けた者の数
訪問薬剤管理指導を受けた者の数
（医療機関） H27 3,251 90 0 90 0 0 人

2.54 10.59 0.0 64.13 0.0 0.0 （人口10万対

訪問薬剤管理指導を受けた者の数
（薬局） H27 94,907 582 485 42 - 55 人

74.11 68.49 103.38 29.93 - 29.71 （人口10万対

訪問薬剤管理指導を受けた者の数
介護ＤＢ
（厚生労働省） H27 3,059,779 6,374 4,631 1,640 18 85 人

2389.22 750.07 987.11 1168.63 32.63 45.91 （人口10万対

18 小児の訪問看護利用者数
訪問看護の提供を受ける利用者のうち、
15歳未満の者

介護サービス施設・事業所調査
（厚生労働省） H25 8,059 15.4 15.4 0 0 0 人

6.27 1.79 3.26 0.0 0.0 0.0 （人口10万対

19 往診を実施している診療所・病院数
往診料を算定した医療機関数
往診(患家の求めがあって赴く訪問診療)の件数

H27 40,454 265 142 44 19 60 施設

31.59 30.98 30.16 31.1 33.74 32.11 （人口10万対

20 在宅療養後方支援病院 在宅後方支援病院の届出施設数
診療報酬施設基準
（厚生労働省） H28 326 0 0 0 0 0 施設

0.25 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 （人口10万対

21
24時間体制を取っている
訪問看護ステーション数、従事者数

24時間対応体制加算の届出を行っている
訪問看護ステーション数

介護サービス施設・事業所調査
（厚生労働省） H27 6,343 40 23 7 6 4 施設

4.95 4.71 4.88 4.95 10.65 2.14 （人口10万対

24時間対応体制加算の届出を行っている
訪問看護ステーションの従事者数 H27 42,155.40 280.20 180.90 50.80 17.50 31.00 人

32.92 32.97 38.56 36.2 31.73 16.74 （人口10万対

22 往診を受けた患者数 往診料算定件数 H27 1,733,903 7,963 4881 1312 487 1283 人

1353.91 937.06 1040.4 934.91 882.89 692.98 （人口10万対

23
在宅看取り（ターミナルケア）を実施している
診療所・病院数

在宅ターミナルケア加算、看取り加算を
算定した診療所・病院数 H27 11,033 50 27 11 3 9 施設

8.62 5.88 5.76 7.84 5.44 4.86 （人口10万対

24
ターミナルケアを実施している
訪問看護ステーション数

訪問看護ステーション票(3)加算等の届出
の状況でターミナル体制の届出「あり」
の施設数

介護サービス施設・事業所調査
（厚生労働省） H27 6,595 41 23 7 7 4 施設

3.45 4.82 4.90 4.99 12.69 2.16 （人口10万対

25 在宅ターミナルケアを受けた患者数
在宅ターミナルケア加算、看取り加算の
算定件数 H27 76,202 417 254 85 - 78 人

59.50 49.07 54.14 60.57 - 42.13 （人口10万対

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。

○県全体では、全国を上回っている。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○本県には該当なし。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。

○県全体では、全国を下回っている。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。

○県全体では、全国を下回っている。

○県全体では、全国を上回っている。

○県全体では、全国を下回っている。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を上回っている。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を下回っている。

○県全体では、全国を下回っている。
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＜巻末データ＞ 現状の把握 【在宅医療】
No. 調査名等 調査年 全国 山梨県 単位 現状の分析

中北 峡東 峡南 富士・東部

指標名 二次医療圏

26 看取り数（死亡診断のみの場合を含む） 看取り加算、死亡診断加算の算定件数 H27 127,563 855 447 149 61 198 件

99.61 100.61 95.28 106.17 110.59 106.94 （人口10万対

27 在宅死亡者数
人口動態調査のうち、介護老人保健施設、
老人ホーム、自宅での死亡者数

人口動態調査
（厚生労働省） H27 274,780 2,145 人

214.56 252.42 （人口10万対

○県全体では、全国を上回っている。

ＮＤＢ
ナショナルデータベース
（厚生労働省）

○県全体では、全国を上回っている。
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資料編３－１ 

 

県民保健医療意識調査 

 

 

今回の見直しにあたり、県民の方々から保健

医療に関するご意見、ご要望をお聞かせいただ

きました。 

 

【調査の概要】 

   ① 調査基準日  平成 29 年 9 月 1日 

   ② 調査方法   調査票郵送によるアンケート回答方式 

③ 調査対象数 

・20 歳以上の県民の方々 2,000 人 

・住民基本台帳等から無作為抽出    

   ④ 回答者数   1,107 人（55.4％） 



内　容

健康状態、病気に対する意識

問1-1 過去1年間の健康状態

問1-2 最近不安に感じている病気

過去１年間の健康診断（人間ドックを含む。）の受診

（問2で「受けた」と回答した方の）健康診断の詳細

問3-1 健康診断を受けた場所

問3-2 生活習慣病に関する指摘

問3-3 食事や生活習慣の改善の関する保健指導の有無

問3-4 保健指導を受けたが生活習慣等を改善しない理由

問3-5 医療機関への受診勧奨の有無等

問3-6 医療機関への受診勧奨があったが行かなかった理由

健康診断を受けなかった理由

問5 充実してほしいと思う行政が行う保健衛生サービス

かかりつけ医

問6-1 かかりつけ医の有無

問6-2 かかりつけ医がいる医療機関

問6-3 かかりつけ医を決める際の理由

問6-4 かかりつけ医を持たない理由

住んでいる地域の医療提供体制

医療機関の選択方法

在宅医療

問9-1 在宅医療の認知

問9-2 自分が長期で療養をしたい場所

問9-3 自分が長期療養する場所に自宅を選ばなかった理由

問9-4 家族に長期で療養をさせたい場所
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■健康状態、病気に対する意識について
問1-1 あなたの過去1年間の健康状態についてどのようにお考えですか。                                     

No. 区　分 回答数 ％

1 病気やケガもなく健康である 547 49.4

2 軽い病気やケガはあるが、おおむね健康である 385 34.8

3 治療中の病気やケガがあり、健康とは言えない 120 10.8

4 過去に病気やケガの治療を受けたが完治せず、健康とは言えない 18 1.6

5 その他 27 2.4

不明 10 0.9

全体 1,107 100.0

問1-2 あなたが最近不安に感じている病気は何ですか。（最大3つ）                           

No. 区　分 回答数 ％

1 がん 552 49.9

2 心臓病 85 7.7

3 脳卒中 195 17.6

4 糖尿病 207 18.7

5 肝臓疾患 76 6.9

6 心筋梗塞、心筋症 224 20.2

7 感染症 92 8.3

8 エイズ 3 0.3

9 認知症 285 25.7

10 うつ病 144 13.0

11 アレルギー疾患 126 11.4

12 その他 56 5.1

13 特にない 209 18.9

不明 21 1.9

全体 1,107 100.0

■健康診断について
問2 あなたは過去１年間に健康診断（人間ドックを含む。）を受けたことがありますか。                

No. 区　分 回答数 ％

1 受けた 811 73.3

2 受けていない 284 25.7

不明 12 1.1

全体 1,107 100.0

問3-1 （問2で「受けた」と回答した方へ）健康診断を受けた場所はどこですか。                            

No. 区　分 回答数 ％

1 職場 319 39.3

2 学校 20 2.5

3 市町村 169 20.8

4 医療機関 266 32.8

5 その他 8 1.0

不明 29 3.6

全体 811 100.0

問3-2 （問2で「受けた」と回答した方へ）生活習慣病に関する指摘を受けましたか。

（該当するもの全て）

No. 区　分 回答数 ％

1 肥満 143 17.6

2 高血圧（血庄が高い） 133 16.4

3 糖尿病（血糖値が高い） 74 9.1

4 腎機能低下（血清クレアチニン値が高いまたはeGFRが低い） 42 5.2

5 血中の脂質（中性脂肪又は悪玉コレステロール値など）の異常 203 25.0

6 その他 51 6.3

7 上記の指摘は受けなかった 358 44.1

不明 34 4.2

全体 811 100.0
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問3-3 （問2で「受けた」と回答した方へ）食事や生活習慣の改善について保健指導を

受けましたか。また、指導された内容を実行していますか。

No. 区　分 回答数 ％

1 指導を受けて実行している 167 20.6

3 指導を受けていない 548 67.6

2 指導を受けたが実行していない 62 7.6

不明 34 4.2

全体 811 100.0

問3-4 （問3-3で「受けたが実行していない」と回答した方へ）実行していない理由は

何ですか。（最大2つ）

No. 区　分 回答数 ％

1 健康に自信があり、実行する必要を感じなかったから 9 14.5

2 忙しくて時間がなかったから 25 40.3

3 費用がかかるから 2 3.2

4 やる気が起こらなかったから 26 41.9

5 その他 10 16.1

不明 0 0.0

全体 62 100.0

問3-5 （問2で「受けた」と回答した方へ）最終的に医療機関を受診するように

勧められましたか。また、勧められた方はその後に医療機関へ行きましたか。

No. 区　分 回答数 ％

1 勧められて医療機関に行った 204 25.2

2 勧められていない 521 64.2

3 勧められたが、医療機関に行かなかった 40 4.9

不明 46 5.7

全体 811 100.0

問3-6 （問3-5で「勧められたが医療機関に行かなかったと回答した方へ）医療機関に

行かった理由は何ですか。（最大2つ）

No. 区　分 回答数 ％

1 健康に自信があり、受ける必要を感じなかったから 10 25.0

2 どこの医療機関に行くべきか分からなかったから 2 5.0

3 忙しくて時間がなかったから 19 47.5

4 費用がかかるから 4 10.0

5 定期的に医師の診療を受けていたから 2 5.0

6 その他 7 17.5

不明 2 5.0

全体 40 100.0

問4 （問2で「受けていない」と回答した方へ）健康診断を受けなかった理由は何ですか。

（最大2つ）

No. 区　分 回答数 ％

1 健康に自信があり、受ける必要を感じなかったから 49 17.3

2 健康診断を行う時間・場所がわからなかったから 13 4.6

3 忙しくて時間がなかったから 81 28.5

4 職場で健康診断を実施しなかったから 18 6.3

5 費用がかかるから 45 15.8

6 定期的に医師の診療を受けていたから 98 34.5

7 健康診断を行う会場までの交通手段がなかったから 4 1.4

8 その他 47 16.5

不明 10 3.5

全体 284 100.0
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■行政が行う保健衛生サービスについて
 問5 行政が行う保健衛生サービスのうち特に充実してほしいものは何ですか。（最大4つ）         

No. 区　分 回答数 ％

1 健康な食生活のために必要な情報提供 341 30.8

2 運動教室の開催や運動の必要性に関する情報提供 321 29.0

3 こころの健康に関する相談、情報提供 279 25.2

4 禁煙・分煙に関する教育やたばこの害に関する普及啓発 149 13.5

5 適正飲酒に関する相談、普及啓発、未成年者の飲酒を防ぐ環境づくり 54 4.9

6 歯周病等の予防と早期治療、歯の健康に関する普及啓発 190 17.2

7 健康診断受診についての普及啓発 221 20.0

8 生活習慣病についての正しい知識の普及、相談、健康診断の実施 324 29.3

9 がん検診の実施 481 43.5

10 乳幼児の予防接種や健康診断、健康相談の実施 109 9.8

11
寝たきりの高齢者や認知症の症状のある高齢者のための保健師や
看護師の家庭訪問

390 35.2

12 薬物の乱用に関する相談、講習会の開催 16 1.4

13 結核その他の感染症についての相談、講習会の開催 18 1.6

14 難病などについての相談、講習会の開催 55 5.0

15 アレルギー疾患についての相談、講習会の開催 109 9.8

16 食品衛生に関する講習会の開催 83 7.5

17 その他 29 2.6

不明 35 3.2

全体 1,107 100.0

■かかりつけ医について
問6-1 あなたにかかりつけ医がいますか。                                 

No. 区　分 回答数 ％

1 かかりつけ医がいる 652 58.9

2 現在はいないが今後決めたいと思う 147 13.3

3 かかりつけ医がいない 295 26.6

不明 13 1.2

全体 1,107 100.0

問6-2 （問6-1で「いる」又は「現在はいないが今後決めたいと思う」と回答した方へ）

現在、あなたのかかりつけ医がいる医療機関、または、今後かかりつけ医を決めたい     

と思う医療機関は、病院ですか、診療所ですか。      

No. 区　分 回答数 ％

1 自宅・職場等から近い身近な地域の診療所（医院・クリニック） 473 59.2

2 自宅・職場等から近い身近な地域の診療所（ベット数が概ね200床未満） 88 11.0

3 比較的大きな病院（ベット数が概ね200床以上） 74 9.3

4 病院、診療所（医院、クリニックの両方） 116 14.5

5 わからない 9 1.1

不明 39 4.9

全体 799 100.0

問6-3 （問7-1で「いる」又は「現在はいないが今後決めたいと思う」と回答した方へ）

かかりつけ医がいる、又は今後かかりつけ医を決める際の理由は何ですか。（最大3つ）               

No. 区　分 回答数 ％

1 以前から診察してもらっている 551 69.0

2 往診してくれる 17 2.1

3 必要に応じて専門医や専門病院を紹介してくれる 296 37.0

4 どんな病気でも診てくれる 91 11.4

5 健康相談や健康診断をしてくれる 77 9.6

6 専門的な技術を持ち、医療機器を整備している 119 14.9

7 夜間や休日でも診てくれる 70 8.8

8 病気の状態や治療法をていねいに説明してくれる 255 31.9

9 よく患者の話を聞いてくれる 167 20.9

10 家や勤務先から近い 271 33.9

11 その他 13 1.6

不明 45 5.6

全体 799 100.0
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問6-4 （問7-1で「かかりつけ医がいない」と回答した方へ）あなたが、かかりつけ医を

持たない理由は何ですか。

No. 区　分 回答数 ％

1 自宅、勤務先の近くに適当な医師がいない 43 14.6

2 かかりつけ医を選ぶための情報がない 75 25.4

3 往診してくれる医師がいない 3 1.0

4 かかりつけ医を持つ必要を感じない 144 48.8

5 その他 27 9.2

不明 3 1.0

全体 295 100.0

■地域の医療提供体制（病院・診療所等）について
問7 あなたが住んでいる地域の医療提供体制（病院・診療所等）について、どのように                         

感じていますか。          

No. 区　分 回答数 ％

1 病院・診療所が少なくて困っている 79 7.1

2 病院・診療所等はあるが、受診したい診療科がなくて不便を感じている 189 17.1

3 病院・診療所等について特に不便はない 725 65.5

4 その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）77 7.0

不明 37 3.3

全体 1,107 100.0

■医療機関の選択方法について
問8 あなたはどんな方法で医療機関を選んでいますか。（該当するもの全て）                              

No. 区　分 回答数 ％

1 家族や友人、知人などに相談する 773 69.8

2 かかりつけ医に紹介してもらう 397 35.9

3 市町村や保健所に相談する 19 1.7

4 県や市町村などの自治体のホームページで探す 49 4.4

5 やまなし医療ネットを利用する 26 2.3

6 インターネットから情報を得る　（４．のホームページを除く） 356 32.2

7 新聞、雑誌、テレビ、電話帳などの広告を見る 80 7.2

8 最寄りの消防署に問い合わせる 29 2.6

9 その他 48 4.3

不明 22 2.0

全体 1,107 100.0

■在宅医療について
問9-1 あなたは在宅医療という言葉や内容について、知っていますか。                    

No. 区　分 回答数 ％

1 実際に利用したことがある 36 3.3

2 利用したことはないが、内容は知っている 536 48.4

3 聞いたことはあるが、内容は知らない 503 45.4

4 言葉も内容も全く知らない 24 2.2

不明 8 0.7

全体 1,107 100.0

問9-2 あなたが自分が長期の療養をすると仮定した場合、どこで療養したいですか。

No. 区　分 回答数 ％

1 自宅 430 38.8

2 病院、診療所 405 36.6

3 介護保険施設　(老人保健施設、特別養護老人ホームなど） 202 18.2

4 有料老人ホーム 28 2.5

5 その他 15 1.4

不明 27 2.4

全体 1,107 100.0

資料編３－6



問9-3 （問9-2で「自宅以外」と回答した方へ）あなたが長期療養する場所に、「自宅」を

選ばなかった理由は何ですか。（該当するもの全て）

No. 区　分 回答数 ％

1 仕事・高齢等家族の事情により介護困難 288 44.3

2 日中に必要な医療的ケアが確保困難 214 32.9

3 夜間に必要な医療的ケアが確保困難 215 33.1

4 病院・診療所への入院を希望 266 40.9

5 介護保険施設(老人保健施設、特別養護老人ホームなど）への入所を希望 129 19.8

6 有料老人ホームなど介護保険施設を除く介護施設への入所を希望 31 4.8

7 その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）59 9.1

不明 26 4.0

全体 650 100.0

問9-4 あなたの家族が長期の療養をすると仮定した場合、どこで療養させたいと思いますか。                    

No. 区　分 回答数 ％

1 自宅 320 28.9

2 病院、診療所 426 38.5

3 介護保険施設　(老人保健施設、特別養護老人ホームなど） 246 22.2

4 有料老人ホーム 24 2.2

5 その他 24 2.2

不明 67 6.1

全体 1,107 100.0

問9-5 家族が長期療養する場所に、「自宅」を選ばなかった理由は何ですか。（該当するもの全て）

No. 区　分 回答数 ％

1 仕事・高齢等家族の事情により介護困難 435 60.4

2 日中に必要な医療的ケアが確保困難 297 41.3

3 夜間に必要な医療的ケアが確保困難 282 39.2

4 病院・診療所への入院を希望 220 30.6

5 介護保険施設(老人保健施設、特別養護老人ホームなど）への入所を希望 146 20.3

6 有料老人ホームなど介護保険施設を除く介護施設への入所を希望 24 3.3

7 その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）30 4.2

不明 27 3.8

全体 720 100.0

問9-6 介護サービスを利用すること等により、家族が「自宅」で長期療養することは可能ですか。

No. 区　分 回答数 ％

1 介護サービスを利用しなくても、自宅での療養が可能 0 0.0

2
訪問看護・訪問介護等の介護サービスを利用することにより
自宅での療養が可能

300 41.7

3 介護サービスを利用しても、自宅での療養は不可能 366 50.8

不明 54 7.5

全体 720 100.0
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■慢性疾患等の療養について
 問10-1 あなたが末期がん等で痛みを伴う人生の最終段階を迎えたと仮定した場合、どこで、

どのような療養を希望しますか。（最大2つ）

No. 区　分 回答数 ％

1 それまで通った病院に入院したい 99 8.9

2 緩和ケア病棟・病床に入院したい 243 22.0

3 自宅療養し、必要になればそれまで通った病院に入院したい 161 14.5

4 自宅療養し、必要になれば緩和ケア病棟・病床に入院したい, 354 32.0

5 最後まで自宅療養したい 76 6.9

6 専門的医療機関で治癒に向けた積極的な治療を希望する 68 6.1

7 特別養護老人ホーム等に入所したい 11 1.0

8 その他 16 1.4

9 わからない 81 7.3

不明 9 0.8

全体 1,107 100.0

問10-2 あなたが慢性的な精神疾患に罹患(りかん)し、精神科病院に１年以上入院すると仮定した場合、

どこで、どのような療養を希望しますか。                       

No. 区　分 回答数 ％

1 そのまま入院したい 310 28.0

2 自宅療養し、必要に応じ病院に通院したい 390 35.2

3 グループホーム等に入所して回復に向けた支援を受けたい 219 19.8

4 その他 9 0.8

5 わからない 160 14.5

不明 19 1.7

全体 1,107 100.0

■慢性腎臓病（ＣＫＤ）について
問11 あなたは「慢性腎臓病（ＣＫＤ）」について、どの程度知っていますか。（該当するもの全て）                

No. 区　分 回答数 ％

1 初期は、ほとんど自覚症状がない 200 18.1

2 たんぱく尿が出たり、腎機能の低下が3ヶ月異常続いている状態をいう 144 13.0

3 慢性腎不全の別名が,慢性腎臓病である 100 9.0

4 尿検査や血清クレアチニン検査で発見することができる 153 13.8

5 放置すると透析や腎移植が必要となる場合がある 267 24.1

6 高齢者になるほど慢性腎臓病（ＣＫＤ）になりやすい 82 7.4

7
高血圧、糖尿病などの生活習慣病やメタボリックシンドロームは
慢性尋常病（ＣＫＤ）発症のリスクを高める

154 13.9

8 慢性腎臓病（ＣＫＤ）を聞いたことがあるが、内容は知らない 323 29.2

9 慢性腎臓病（ＣＫＤ）を聞いたことがない、内容も知らない 442 39.9

不明 24 2.2

全体 1,107 100.0
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■救急医療について
問12-1 あなたやご家族が、夜間や休日に軽症と思われる急病になった場合、どう対応しますか。 

No. 区　分 回答数 ％

1 大きな病院や救急病院へ行く 136 12.3

2 かかりつけ医を利用する 73 6.6

3 在宅当番医など休日の当番医を利用する 124 11.2

4 電話帳やインターネットなどにより受診できる医療機関を探す 37 3.3

5 救急医療情報センターへ問い合わせて受診できる医療機関を紹介してもらう 337 30.4

6 救急車を呼ぶ 96 8.7

7 平日に医療機関を受診する 294 26.6

8 その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）19 1.7

不明 4 0.4

全体 1,107 100.0

問12-2 あなたやご家族が、夜間や休日に重症と思われる急病になった場合、どう対応しますか。

No. 区　分 回答数 ％

1 大きな病院や救急病院へ行く 154 13.9

2 かかりつけ医を利用する 27 2.4

3 在宅当番医など休日の当番医を利用する 26 2.3

4 電話帳やインターネットなどにより受診できる医療機関を探す 15 1.4

5 救急医療情報センターへ問い合わせて受診できる医療機関を紹介してもらう 188 17.0

6 救急車を呼ぶ 697 63.0

7 平日に医療機関を受診する 1 0.1

8 その他 8 0.7

不明 5 0.5

全体 1,107 100.0

問12-3 あなたは、インターネットで医療機関を探すことができる｢やまなし医療ネット｣を

知っていますか。

No. 区　分 回答数 ％

1 知っていて、利用したことがある 67 6.1

2 知っているが、利用したことはない 276 24.9

3 知らない 758 68.5

不明 6 0.5

全体 1,107 100.0

問12-4 小児の救急医療体制について、小児救急電話相談（#8000）を知っていますか。

No. 区　分 回答数 ％

1 知っていて、利用したことがある 110 9.9

2 知っているが、利用したことはない 222 20.1

3 知らない 745 67.3

不明 30 2.7

全体 1,107 100.0

問12-5 休日に、急に歯が痛くなった等の場合に、歯科の救急受診ができることを知っていますか。

No. 区　分 回答数 ％

1 知っていて、利用したことがある 70 6.3

2 知っているが、利用したことはない 280 25.3

3 知らない 746 67.4

不明 11 1.0

全体 1,107 100.0

 問12-6 あなたは、早急に精神科治療が必要になった場合、夜間・休日を含む２４時間体制で、

必要に応じて精神科の救急受診ができることを知っていますか。

No. 区　分 回答数 ％

1 知っていて、利用の仕方も知っている 19 1.7

2 知っているが、利用の仕方は知らない 76 6.9

3 知らない 1,000 90.3

不明 12 1.1

全体 1,107 100.0
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■医療相談等について
 問13-1 治療内容についての不安や医療機関の対応に関する不満等について相談をする場合、どちらへ

相談しますか。

No. 区　分 回答数 ％

1 治療を行っている医療機関の相談窓口 419 37.9

2 治療を行っている医療機関以外の医療機関 100 9.0

3 市町村 47 4.2

4 県の医療安全相談窓口（県庁医務課、各保健所） 70 6.3

5 その他 21 1.9

6 どこに相談したらいいかわからない 423 38.2

不明 27 2.4

全体 1,107 100.0

問13-2 治療内容についての不安や医療機関の対応に関する不満等を解消するうえで必要と

思われるものは何ですか。（最大2つ）

No. 区　分 回答数 ％

1 医師による診療内容の十分な説明 822 74.3

2 医療機関内における患者相談窓口の設置 379 34.2

3 医療機関における事故防止マニュアルの徹底 69 6.2

4 診療内容が記載されたカルテの開示 176 15.9

5 医師をはじめとする医療従事者の安全に関する研修の実施 95 8.6

6 公的な相談窓口の設置 312 28.2

7 その他 18 1.6

不明 31 2.8

全体 1,107 100.0

■歯科診療に関する要望について
問14 歯科診療に関する施策のうち、特に要望したいものは何ですか。（最大2つ）                                

No. 区　分 回答数 %

1 夜間や休日の診療 655 59.2

2 地域や職場での健診 208 18.8

3 小児専門の診療 112 10.1

4 通院できない人に対する訪問診療 280 25.3

5 障害のある子ども、障害のある人に対する診療 75 6.8

6 予防指導（虫歯や歯周病などに関する予防指導） 259 23.4

7 その他 27 2.4

8 特になし 147 13.3

不明 25 2.3

全体 1,107 100.0

■治療を受ける医療機関に関する情報について
問15 あなたが治療を受ける医療機関に関する情報として、特に必要と思われるものは何ですか。                        

（最大3つ）         

No. 区　分 回答数 %

1 診療科目と各診療科目の特徴 457 41.3

2 夜間・休日診療の実施状況 354 32.0

3 医師の専門としている分野 514 46.4

4 患者実績 81 7.3

5 保有している医療施設、設備機器の種類、数量 111 10.0

6 手術の種類別の実績 132 11.9

7 医療相談の受付体制 194 17.5

8 在宅医療が受けられるかどうか、在宅医療の内容 69 6.2

9 女性に配慮した外来の実施状況 117 10.6

10 対応可能な高度、先進医療の内容 246 22.2

11 対応可能な介護保険サービス 64 5.8

12 セカンドオピニオンの紹介を行う体制 378 34.1

13 医療安全対策、院内感染対策 137 12.4

14 その他 19 1.7

不明 31 2.8

全体 1,107 100.0
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■臓器移植について
問16-1 あなたは臓器移植に関心がありますか。また家族と話題にしたことがありますか。

No. 区　分 回答数 %

1 臓器移植について関心があり、家族や親しい方と話をしたことがある 217 19.6

2 臓器移植について関心があるが、家族や親しい方と話をしたことがない 431 38.9

3 臓器移植について関心がないが、家族や親しい方と話をしたことがある 117 10.6

4 臓器移植について関心がなく、家族や親しい方と話をしたこともない 309 27.9

不明 33 3.0

全体 1,107 100.0

問16-2 あなたは、ご自身の、またはご家族の臓器提供を承諾しますか。

No. 区　分 回答数 %

1
自分については臓器提供したいと考え、家族についても
臓器提供について承諾する

317 28.6

2
自分については臓器提供したいと考えるが、家族については
承諾しない

307 27.7

3
自分については臓器提供したくないと考え、家族については
臓器提供について承諾する

37 3.3

4
自分については臓器提供したくないと考え、家族についても
臓器提供について承諾しない

377 34.1

不明 69 6.2

全体 1,107 100.0

■医療施策全般について
問17-1 医療施策全般に関し、特に要望したいものは何ですか。（最大3つ）                             

No. 区　分 回答数 %

1 夜間や休日に救急対応のできる医療機関を増やしてほしい 580 52.4

2 在宅医療を行う体制を充実してほしい 190 17.2

3 高齢者が長期に療養できる病床を確保してほしい 465 42.0

4 リハビリテーション医療を充実してほしい 107 9.7

5 医療機関に関する情報の提供を積極的に推進してほしい 189 17.1

6 医師や看護師などの医療従事者を確保してほしい 214 19.3

7 医療事故の防止等、安全面の対策を充実してほしい 190 17.2

8 身近な診療所と総合的な病院の協力体制を推進してほしい 285 25.7

9 医療機関と介護施設等との協力体制を推進してほしい 129 11.7

10 精神科医療を充実してほしい 48 4.3

11 高度医療（具体的にするべき）、先進医療を推進してほしい 194 17.5

12 女性に配慮した外来を推進してほしい 116 10.5

13 災害時の医療提供体制を推進してほしい 140 12.6

14 その他 29 2.6

不明 19 1.7

全体 1,107 100.0

問17-2 今後、充実を希望する医療は何ですか。（最大3つ）                             

No. 区　分 回答数 %

1 がんに対する専門医療 662 59.8

2 脳血管疾患（脳卒中）に対する専門医療 261 23.6

3 心血管疾患（心筋梗塞等）に対する専門医療 218 19.7

4 糖尿病の専門医療 130 11.7

5 精神疾患（認知症等）の専門医療 244 22.0

6 救急医療（小児を除く） 270 24.4

7 災害時における医療 210 19.0

8 へき地の医療 98 8.9

9 周産期（産科・新生児等）医療 116 10.5

10 小児医療（小児救急を含む） 134 12.1

11 在宅医療 231 20.9

12 歯科医療 64 5.8

13 予防医学（健康診断・生活習慣病予防等） 191 17.3

14 その他 32 2.9

不明 25 2.3

全体 1,107 100.0
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■属性
属性　性別

No. 区　分 回答数 %

1 男性 461 41.6

2 女性 638 57.6

不明 8 0.7

全体 1,107 100.0

属性　年齢

No. 区　分 回答数 %

1 18・19歳 4 0.4

2 20～29歳 121 10.4

3 30～39歳 121 10.9

4 40～49歳 218 19.7

5 50～59歳 254 22.9

6 60～64歳 124 11.2

7 65～69歳 133 12.0

8 70～74歳 98 8.9

9 75～79歳 30 2.7

10 80歳以上 1 0.1

不明 3 0.3

全体 1,104 100.0

属性　居住地（医療圏）

No. 区　分 回答数 %

1 中北地域 619 55.9

2 峡東地域 168 15.2

3 峡南地域 66 6.0

4 富士・東部地域 239 21.6

不明 15 1.4

全体 1,107 100.0
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検討体制 

 

 

今回の見直しにあたり、県医療審議会委員を

始め主要疾病等の有識者によるワーキンググル

ープを開催しました。 

併せてパブリックコメント等を行い、幅広く

御意見を伺いました。 



１　有識者による検討会議

名　称 開催日 検討内容

医療審議会 平成29年5月23日 （火） 地域保健医療計画の見直し

平成30年3月13日 （火） 地域保健医療計画の最終検討

全体計画ＷＧ 平成29年10月12日 （木） 脳卒中、心血管疾患、糖尿病等

平成29年11月9日 （木） 人材確保、へき地医療等

平成29年12月25日 （月） 地域保健医療計画の素案

がん対策推進協議会 平成29年12月20日 （水） 地域保健医療計画（がん）の素案

脳卒中ＷＧ 平成29年9月25日 （月） 地域保健医療計画（脳卒中）の素案

心血管疾患ＷＧ 平成29年9月12日 （火） 地域保健医療計画（心血管疾患）の素案

糖尿病ＷＧ 平成29年9月4日 （月） 地域保健医療計画（糖尿病）の素案

精神保健福祉審議会 平成29年12月20日 （水） 地域保健医療計画（精神疾患）の素案

メディカルコントロール協議会 平成29年9月21日 （木） 地域保健医療計画（救急医療）の素案

災害拠点病院等連絡会議 平成29年11月28日 （火） 地域保健医療計画（災害医療）の素案

周産期医療協議会 平成29年11月21日 （火） 地域保健医療計画（周産期医療）の素案

在宅医療ＷＧ 平成29年8月29日 （火） 在宅医療の現状分析等

平成29年11月27日 （月） 地域保健医療計画（在宅医療）の素案

アレルギー疾患対策意見交換会 平成29年9月13日 （水） 地域保健医療計画（アレルギー疾患）の検討

地域包括ケア推進協議会
介護予防ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ促進部会 平成29年11月24日 （金）

地域保健医療計画（今後高齢化に伴い
増加する疾患等）の素案

２　県民等からの意見募集

区　分

パブリックコメント

医療法に基づく市町村、関係
団体等からの意見募集

期　間

平成30年1月16日（火）から　2月14日（水）まで　30日間

平成30年1月16日（火）から　2月14日（水）まで　30日間

検討経過
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役　職　名 氏　名 備　考

　山梨県医師会長 今井　立史 座　長

　山梨県ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院・施設協議会長 天野　達也

　山梨県国民健康保険団体連合会理事長 石井　由己雄

　山梨県消防長会長 今井　洋

　山梨県市長会理事 江口　英雄

　山梨大学医学部内科学講座第一教授 榎本　信幸

　山梨県医師会副会長 刑部　利雄

　山梨県民間病院協会長 㓛刀　融

　山梨県精神科病院協会長 久保田　正春

　山梨県町村会長 志村　学

小林　優 H29.6.1～

　山梨大学教育人間科学部教授 小山　勝弘

　山梨県社会福祉協議会理事 鷲見　よしみ

　山梨県連合婦人会長 高村　里子

　山梨大学医学部附属病院長 武田　正之

　山梨県弁護士会弁護士 田中　悟史

　山梨県医師会副会長 手塚　司朗

　山梨県薬剤師会長 幡野　仁

内藤　貴夫 H29.6.17～

　山梨県医師会理事 中澤　良英

　山梨県歯科衛生専門学校長 七沢　久子

　山梨県訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ連絡協議会長 並木　奈緒美

　山梨県官公立病院等協議会長 東田　耕輔

　山梨県老人保健施設協議会長 福田　六花

　山梨県交通安全母の会連合会長 池田　春子

藤江　達子 H29.6.2～

　山梨県看護協会長 古屋　玉枝

　山梨県歯科医師会長 井出　公一

三森　幹夫 H29.6.24～

　県立大学看護学部地域看護学教授 村松　照美

　山梨大学医学部社会医学講座教授 山縣　然太朗 全体計画ＷＧｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ

　山梨県保健所長会長 古屋　好美 全体計画ＷＧｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ

　山梨県保健所長会長代理 藤井　充 全体計画ＷＧｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ

（５０音順・敬称略）

医療審議会

（地域保健医療計画全体計画ワーキンググループ）
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役　職　名 氏　名 備　考

　山梨県立病院機構理事長 小俣　政男 会　長

　山梨県健康管理事業団専務理事 秋山　剛

　山梨県医師会理事 飯塚　秀彦

　オストミー協会山梨県支部長 石原　頌功

　山梨大学医学部放射線医学講座教授 大西　洋

　山梨県健康管理事業団理事・診療所長 長田　忠孝

　ＮＰＯ法人山梨ホスピス協会理事 小野　興子

　山梨労働局労働基準部健康安全課長 工藤　俊平

　山梨はあとの会代表 窪川　ゆかり

　山梨県看護協会会員 小池　賀津江

　山梨大学医学部地域医療学講座教授 佐藤　弥

　山梨大学医学部附属病院長 武田　正之

　中央市健康衛生課長 中込　裕司

　山梨県薬剤師会常務理事 中村　由喜

　市立甲府病院長 藤井　秀樹

　山梨県保健所長会長 古屋　好美

　富士吉田市立病院長 松田　政徳

　鳴沢村福祉保健課長 三浦　寿得

　県立中央病院がん支援センター長 許山　美和

　山梨県厚生連健康管理センター所長 依田　芳起

　山梨まんまくらぶ代表 若尾　直子

　山梨県歯科医師会専務理事 渡邊　和俊

（５０音順・敬称

がん対策推進協議会
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ＷＧ名 役　職　名 氏　名 備　考

山梨大学医学部脳神経外科学講座教授 　木内　博之 座 長

秋山脳外科院長 　秋山　巖

加納岩総合病院副院長 　浅利　泰広

市立甲府病院脳神経外科医療安全管理部長 　及川　奏

山梨リハビリテーション病院長 　川上　純範

上野原市立病院長 　長坂　光泰

県立中央病院中央診療統括部統括部長 　中野　真

山梨大学医学部内科学講座第二教授 　久木山　清貴 座 長

山梨厚生病院副院長 　浅川　哲也

県立中央病院教育研修センター統括部長 　梅谷　健

甲府共立病院副院長 　車谷　容子

山梨赤十字病院長 　今野　述

市立甲府病院循環器内科診療部長 　沢登　貴雄

甲府城南病院長 　露口　直彦

山梨大学医学部内科学講座第三教授 　北村　健一郎 座 長

県立中央病院地域連携センター統括部長 　井上　正晴

山梨大学医学部内科学第講座三講師 　金重　勝博

市立甲府病院統括診療部長 　新藤　英夫

中里内科クリニックＤＭ院長 　中里　稔

原口内科・腎クリニック院長 　原口　和貴

山梨大学医学部地域医療学教授 　佐藤　弥 座 長

飯富病院長 　朝比奈　利明

笛吹市長寿介護課地域包括担当リーダー 　雨宮　秀美

南部町医療センター所長 　市川　万邦

富士吉田市健康長寿課地域包括支援センター主幹 　井沢　美千子

甲府市地域包括支援課課長補佐 　小田切　いのり

山梨県医師会理事 　小俣　二也

上條内科クリニック院長 　上條　武雄

山梨県看護協会副会長 　佐藤　悦子

山梨県介護支援専門員協会長 　鷲見　よしみ

どちペインクリニック理事長 　土地　邦彦

山梨県訪問看護ステーション連絡協議会長 　並木　奈緒美

山梨県歯科医師会地域包括委員会委員長 　花形　哲夫

牧丘病院前院長 　古屋　聡

山梨県薬剤師会副会長 　堀内　敏光

身延町福祉保健課在宅支援担当リーダー 　増原　美穂子

境川診療所長 　許山　厚

（５０音順・敬称略）

地域保健医療計画主要疾病ワーキンググループ

脳卒中ＷＧ

心血管疾患ＷＧ

在宅医療ＷＧ

糖尿病ＷＧ
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役　職　名 氏　名 備　考

　山梨県精神保健協会長 松井　紀和 会　長

　山梨大学医学部精神神経医学・臨床倫理学講座准教授 篠原　学

　山梨県医師会理事 㓛刀　融

　山梨県市長会理事 渡辺　英子

　山梨県町村会副会長 小林　千尋

　山梨県精神保健福祉士協会長 千野　由貴子

　山梨県看護協会専務理事 一瀬　礼子

　山梨県精神障害者家族会連合会副会長 関本　里枝

　山梨県弁護士会 池田　理恵

　当事者 高野　一美

　公募委員 長田　早苗

　公募委員 土橋　園子

　山梨県精神科病院協会長 久保田正春

　山梨県精神神経科診療所協会副会長 白石　孝一

　県立北病院長 藤井　康男

　山梨県精神障害者社会復帰関係施設連絡会長 清水　隆善

精神保健福祉審議会

（敬称略）
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役　職　名 氏　名 備　考

山梨県医師会理事 中澤　良英 会　長

山梨大学医学部救急集中治療医学講座教授 松田　兼一

山梨大学医学部麻酔科学講座教授 松川　隆

県立中央病院救命救急センター長 岩瀬　史明

都留市立病院脳神経科部長 小俣　朋浩

市立甲府病院救急科部長 前田　宜包

上野原市立病院長 長坂　光泰

塩山市民病院外科医長 守屋　卓

富士吉田市立病院整形外科診療部長 天野　力郎

甲府地区広域行政事務組合消防本部消防長 今井　洋

都留市消防本部消防長 重原　泰男

富士五湖広域行政事務組合富士五湖消防本部消防長 桑原　泰男

大月市消防本部消防長 村上　明人

峡北広域行政事務組合消防本部消防長 下村　貞俊

笛吹市消防本部消防長 植村　英明

峡南広域行政組合消防本部消防長 丹沢　千代治

東山梨行政事務組合東山梨消防本部消防長 職務代理者 南　和也

上野原市消防本部消防長 磯部　忠

南アルプス市消防本部消防長 長沼　俊彦

山梨県保健所長会長 古屋　好美

山梨県福祉保健部医務課長 宮崎　正志

山梨県消防学校長 中込　良夫

山梨県防災局消防保安課長 内藤　卓也

（敬称略）

山梨県メディカルコントロール協議会

資料編４－7



役　職　名 氏　名 備　考

　山梨県産婦人科医会長 森澤　孝行 会　長

　山梨県小児科医会副会長 池田　久剛

　県立大学看護学部教授（助産師） 名取　初美

　山梨大学医学部小児科学講座教授 杉田　完爾

　山梨大学医学部産婦人科学講座教授 平田　修司

　山梨大学医学部救急集中治療医学講座助教 小泉　敬一

　山梨大学医学部地域周産期等医療学講座特任准教授 奥田　靖彦

　県立中央病院周産期センター長 内田　雄三

　県立中央病院内科系第二診療統括副部長 内藤　敦

　県立中央病院遺伝子診療センター長 須波　玲

　国立病院機構甲府病院産婦人科部長 滝澤　基

　国立病院機構甲府病院小児科医師 中村　幸介

　市立甲府病院産婦人科部長 平井　光男

　市立甲府病院産小児科部長 伯耆原　祥

　富士吉田市立病院医科部長（小児科） 小鹿　学

　富士吉田市立病院医科部長（産婦人科） 川島　茂樹

　山梨赤十字病院小児科部長 佐野　友昭

　山梨赤十字病院産婦人科部長 渡邊　直子

周産期医療協議会

（敬称略）
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役　職　名 氏　名 備　考

山梨大学医学部耳鼻咽喉科学講座教授 増山　敬祐

市立甲府病院名誉院長 小澤　克良

山梨厚生病院小児部長 池田　久剛

山梨大学医学部社会医学講座教授 山縣　然太朗

県立中央病院医療安全管理室統括部長 塚本　克彦

山梨大学医学部耳鼻咽喉科学講座准教授 上條　篤

山梨県医師会理事 原　まどか

山梨県歯科医師会副会長 金山　昇

山梨県薬剤師会理事 植松　俊彦

山梨県看護協会助産師職能委員長 高野　和美

山梨県栄養士会代表 宮川　善美

峡南保健所長 津金　永二

甲府市健康衛生課係長 山村　富美

富士河口湖町子育て支援課課長補佐 高山　美恵

（敬称略）

山梨県アレルギー疾患対策意見交換会
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役　職　名 氏　名 備　考

山梨大学医学部社会医学講座教授 　山縣　然太朗 議　長

山梨県医師会理事 中澤　良英

山梨県歯科医師会地域包括部委員会委員長 花形　哲夫

山梨県看護協会訪問看護ステーション部長 石原　準子

山梨県ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院・施設協議会長 天野　達也

山梨県理学療法士会地域支援事業等推進委員会代表 三科　貴博

山梨県作業療法士会長 山本　伸一

山梨県言語聴覚士会長 内山　量史

山梨県栄養士会長 田草川　憲男

山梨県医療社会事業協会副会長 齋藤　徳仁

山梨県老人保健施設協議会長 福田　立花

山梨県社会福祉協議会常務理事 末木　浩一

山梨県老人クラブ連合会副会長 芹澤　福子

山梨県介護支援専門員協会長   鷲見　よしみ

認知症の人と家族の会山梨県支部代表世話人 田村　一貴

県立大学看護学部看護関連科学教授 小田切　陽一

甲斐市地域包括支援センター係長 藤原　布美

甲州市介護支援課介護予防担当保健師 山本　千夏

身延町地域包括支援センター保健師 砂田　清美

上野原市地域包括支援センター保健師 　加藤　しのぶ

（敬称略）

地域包括ケア推進協議会介護予防リハビリテーション促進部会
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